
��������������������� ��

広報
���� �月

����

編集・発行　揖斐川町役場 総務課
５０１－０６９２ 岐阜県揖斐郡揖斐川町三輪133番地
Ｔｅｌ 0585－22－2111　Ｆａｘ 0585ｘ －22－4496

谷汲振興事務所・教育委員会谷汲振興事務所 教育委員会

春日振興事務所春日振興事務所 久瀬振興事務所久瀬振興事務所

坂内振興事務所坂内振興事務所藤橋振興事務所藤橋振興事務所



��������������������� ��

広報
���� �月

����

編集・発行　揖斐川町役場 総務課
５０１－０６９２ 岐阜県揖斐郡揖斐川町三輪133番地
Ｔｅｌ 0585－22－2111　Ｆａｘ 0585ｘ －22－4496

谷汲振興事務所・教育委員会谷汲振興事務所 教育委員会

春日振興事務所春日振興事務所 久瀬振興事務所久瀬振興事務所

坂内振興事務所坂内振興事務所藤橋振興事務所藤橋振興事務所



�����������������������

　
平
成
十
五
年
七
月
一
日
揖
斐
ふ
れ
あ
い
町
村
合
併
協
議
会

が
発
足
し
、
以
来
十
四
回
に
お
よ
ぶ
協
議
を
重
ね
、
平
成
十

六
年
十
一
月
五
日
の
総
務
大
臣
の
告
示
を
経
て
、
平
成
十
七

年
一
月
三
十
一
日
、
こ
こ
に
新
「
揖
斐
川
町
」
誕
生
と
い
う

歴
史
的
幕
開
け
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
こ
に
い
た
る
ま
で
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
関

係
者
各
位
に
は
対
し
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
「
揖
斐
川
町
」
の
将
来
像
を
「
自
然
と
歴
史
が
育
む
ふ

れ
あ
い
と
活
力
の
あ
る
健
康
文
化
都
市
」
と
し
、
揖
斐
と
い

う
古
い
歴
史
を
持
つ
地
域
が
、
歴
史
、
文
化
を
重
ん
じ
た
文

化
都
市
を
創
っ
て
い
く
と
い
う
一
つ
の
大
き
な
目
標
を
実
現

す
る
た
め
に
、
教
育
的
な
観
点
、
ま
た
文
化
的
な
観
点
か
ら

こ
の
地
域
を
形
成
し
て
頂
い
た
父
祖
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、

次
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

決
し
て
派
手
な
ま
ち
づ
く
り
で
は
な
く
、
歴
史
や
文
化
を
尊

重
し
、
地
域
の
資
源
を
十
分
活
用
し
な
が
ら
交
流
産
業
を
活

性
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
揖
斐
川
町
役
場
を
は
じ
め
分
庁
舎
お
よ
び
各
振
興
事
務
所

に
お
い
て
今
ま
で
と
同
様
に
町
民
の
皆
様
に
ご
迷
惑
の
か
か

ら
な
い
よ
う
、
ま
た
一
刻
も
早
く
合
併
の
不
安
を
取
り
除
く

よ
う
努
め
、
町
民
の
皆
様
が
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
揖
斐
川
町
が
よ
り
早
く
一
体
化
し
、
課
題
の
克
服
を
し
な

が
ら
住
み
や
す
く
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
が
で
き
ま
す
よ

う
、
町
民
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
七
年
一
月
三
十
一
日

新「
揖
斐
川
町
」誕
生

「
自
然
と
歴
史
が
育
む
ふ
れ
あ
い
と
活
力
の
あ
る
健
康
文
化
都
市
」

を
目
指
し
、新
た
な
ま
ち
の
幕
開
け
を
迎
え
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

揖斐川町長職務執行者
樋　口　直　嗣

新「
揖
斐
川
町
」誕
生
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一
月
三
十
一
日
、
町
の
業
務
が
始
ま
る
前

に
揖
斐
川
町
役
場
三
階
大
会
議
室
に
お
い

て
、
県
議
会
議
員
、
県
関
係
者
、
こ
れ
ま
で

一
町
五
村
を
支
え
て
き
た
元
町
村
長
、
区
長

会
長
を
来
賓
に
迎
え
、
約
百
三
十
人
の
職

員
が
出
席
し
開
庁
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
樋
口
直
嗣
町
長
職
務
執
行
者
が
「
派
手

な
ま
ち
づ
く
り
で
は
な
く
、
歴
史
や
文
化

を
尊
重
し
住
み
や
す
く
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　
あ
い
に
く
の
雪
模
様
で
し
た
が
、
引
き
続

き
揖
斐
川
町
役
場
玄
関
に
場
所
を
移
し
、

渡
辺
県
議
会
議
員
、
高
橋
県
議
会
議
員
、

西
濃
振
興
局
長
、
揖
斐
事
務
所
長
、
元
町

村
長
、
樋
口
町
長
職
務
執
行
者
に
よ
り
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
と
同
時
に
『
祝
　
新
「
揖
斐
川
町
」
誕
生
』

の
懸
垂
幕
が
下
ろ
さ
れ
、
新
町
の
発
足
を

祝
い
ま
し
た
。

　
旧
五
村
の
役
場
は
、
そ
れ
ぞ
れ
分
庁
舎
・

谷
汲
振
興
事
務
所
、
春
日
振
興
事
務
所
、

久
瀬
振
興
事
務
所
、
藤
橋
振
興
事
務
所
、

坂
内
振
興
事
務
所
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
振
興
事
務
所
で
は
辞
令
交
付

お
よ
び
新
し
い
事
務
所
の
看
板
の
除
幕
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
住
民
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
、
地
域
に
密
着
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
開
庁
式
の
前
に
揖
斐
川
町
役
場
三
階
大

会
議
室
に
お
い
て
、
参
与
、
本
庁
勤
務
の
全

職
員
、
振
興
事
務
所
長
が
出
席
し
、
辞
令

交
付
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
与
、
部

次
長
、
本
庁
の
課
長
、
振
興
事
務
所
長
、
教

育
委
員
会
の
部
次
長
が
代
表
し
て
辞
令
を

受
け
取
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
樋
口
町
長
職

務
執
行
者
よ
り
「
各
職
員
が
合
併
前
の
町

村
の
垣
根
を
外
し
協
力
し
合
い
、
町
民
に
「
合

併
し
て
よ
か
っ
た
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
」

と
訓
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

町長職務執行者式辞

テープカットで開町を祝う

辞令交付（谷汲振興事務所）辞令交付（坂内振興事務所）

職務執行者より辞令交付
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ＷＣ 玄関

住民課

税務課

福祉課

生活環境課

上下水道課

都市整備課

農村整備課

会計課

電話交換室
書庫

事務機械室 機械室

給湯室

倉　庫

階段

総合受付

収
入
役

会議室 ロッカー室

町民談話室 食　堂 宿直室

土地改良
協議会

階段

議長室

議　場 給湯室

階段 無線室 議会事務局 事務局長室 サーバー室

農林振興課 情報政策課 総合政策課
参与

参与

議員控室

町長室

助役

総務課

財政課
階段

ＷＣ

集　会　室

階段

ダム対策室

参与

本　庁1Ｆ

2Ｆ

3Ｆ

参与

商工
観光課

基盤整備
１課

基盤整備
２課

住民福祉課

中　庭

倉庫

トイレ

応接室

振興
事務所長

観光協会
事務局

階段

コピー室 町民談話室

無線室

玄関

スロ
ープ

階段

森林組合 宿直室 食　堂

社会教育課 学校教育課

応接室 調理実習室教育長

振興課

谷汲振興事務所
分庁舎（商工観光課）
教育委員会

食　堂

参与

ＷＣ

振興課

宿直室

給湯室 ロッカー室 書庫 コピー室 書　庫 無線室

基盤整備課 住民福祉課 玄関

振興事
務所長

久瀬振興事務所

振興課 住民福祉課 基盤整備課
応接室

給湯室ＷＣ 玄関 ロビー コピー室

振興事務所長

春日振興事務所

基盤整備課 振興課 住民福祉課

振興事務所長

ロッカー室 ＷＣ 階段

宿直室 ロッカー室 食堂

漁業
組合

ＷＣ

玄関

１Ｆ

ＥＶ

ＷＣ
給湯室

機械室

会議室

機械室 情報政策課 スタジオ

２Ｆ２Ｆ２２

ＷＣ 階段 宿直室

総合案内玄
関

住民福祉課 振興課
基盤整備課

ロッカー室

会議室 振興事務所長

藤橋振興事務所坂内振興事務所坂内振興事務所
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揖斐川保健センター

揖斐川健康広場

健 康 増 進 課

スポーツ振興課

玄関

機
械
室

ロビー

ＷＣ

駐・
教　育
委員会
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ＷＣ 玄関

住民課

税務課

福祉課

生活環境課

上下水道課

都市整備課

農村整備課

会計課

電話交換室
書庫

事務機械室 機械室

給湯室

倉　庫

階段

総合受付

収
入
役

会議室 ロッカー室

町民談話室 食　堂 宿直室

土地改良
協議会

階段

議長室

議　場 給湯室

階段 無線室 議会事務局 事務局長室 サーバー室

農林振興課 情報政策課 総合政策課
参与

参与

議員控室

町長室

助役

総務課

財政課
階段

ＷＣ

集　会　室

階段

ダム対策室

参与

本　庁1Ｆ

2Ｆ

3Ｆ

参与

商工
観光課

基盤整備
１課

基盤整備
２課

住民福祉課

中　庭

倉庫

トイレ

応接室

振興
事務所長

観光協会
事務局

階段

コピー室 町民談話室

無線室

玄関

スロ
ープ

階段

森林組合 宿直室 食　堂

社会教育課 学校教育課

応接室 調理実習室教育長

振興課

谷汲振興事務所
分庁舎（商工観光課）
教育委員会

食　堂

参与

ＷＣ

振興課

宿直室

給湯室 ロッカー室 書庫 コピー室 書　庫 無線室

基盤整備課 住民福祉課 玄関

振興事
務所長

久瀬振興事務所

振興課 住民福祉課 基盤整備課
応接室

給湯室ＷＣ 玄関 ロビー コピー室

振興事務所長

春日振興事務所

基盤整備課 振興課 住民福祉課

振興事務所長

ロッカー室 ＷＣ 階段

宿直室 ロッカー室 食堂

漁業
組合

ＷＣ

玄関

１Ｆ

ＥＶ

ＷＣ
給湯室

機械室

会議室

機械室 情報政策課 スタジオ

２Ｆ２Ｆ２２

ＷＣ 階段 宿直室

総合案内玄
関

住民福祉課 振興課
基盤整備課

ロッカー室

会議室 振興事務所長

藤橋振興事務所坂内振興事務所坂内振興事務所
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揖斐川保健センター

揖斐川健康広場

健 康 増 進 課

スポーツ振興課

玄関

機
械
室

ロビー

ＷＣ

駐・
教　育
委員会
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新「
揖
斐
川
町
」人
事
（
平
成
十
七
年
一
月
三
十
一
日
付
）

参　

与　
　
　
　
　

富
田
和
弘

参　

与　
　
　
　
　

林　

郁
郎

参　

与　
　
　
　
　

小
森
正
信

参　

与　
　
　
　
　

小
寺　

繁

参　

与　
　
　
　
　

林　

孝
之

参　

与　
　
　
　
　

三
輪
幸
恵

参　

与
（
ダ
ム
対
策
室
長
事
務
取
扱
）

　
　
　
　
　
　
　
　

柳
生
一
成

参　

与　
　
　
　
　

神
谷
節
雄

参　

与　
　
　
　
　

丸
山
周
治

《
総　

務　

部
》

部　

長　
　
　
　
　

高
橋
敏
博

【
総　

務　

課
】

総
務
部
次
長
兼
課
長　
野
原　

靖

課　

長　
　
　
　
　

成
瀬
俊
光

主　

幹　
　
　
　
　

高
橋
久
信

課
長
補
佐
兼
人
事
広
報
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　

所　

ゆ
み
子

課
長
補
佐　
　
　
　

山
岸
さ
と
み

課
長
補
佐
兼
管
財
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
野
正
臣

行
政
係
長　
　
　
　

土
川　

靖

消
防
防
災
係
長　
　

野
原
幸
司

主　

任　
　
　
　
　

立
川
直
之

主　

任　
　
　
　
　

小
森　

明

主　

任　
　
　
　
　

林　

宏
昭

主　

事　
　
　
　
　

高
橋
啓
子

主　

事　
　
　
　
　

松
尾
和
由

【
財　

政　

課
】

課　

長　
　
　
　
　

高
橋
径
夫

主　

幹　
　
　
　
　

長
屋
憲
幸

財
政
係
長　
　
　
　

土
屋
英
俊

主　

任　
　
　
　
　

田
島
孝
二

主　

任　
　
　
　
　

古
野
清
明

主　

事　
　
　
　
　

神
谷
秀
一

【
税　

務　

課
】

課　

長　
　
　
　
　

所　

敏
彦

課
長
補
佐　
　
　
　

富
田
一
彦

課
長
補
佐　
　
　
　

泉　

敏
郎

課
長
補
佐　
　
　
　

吉
田
好
宏

課
税
係
長　
　
　
　

林　

孝
行

徴
税
係
長　
　
　
　

川
村
安
子

主　

査　
　
　
　
　

高
橋
利
彦

主　

任　
　
　
　
　

永
井
和
直

主　

事　
　
　
　
　

大
野
貴
司

主　

事　
　
　
　
　

高
橋
和
弥

主　

事　
　
　
　
　

野
口
智
代

主　

事　
　
　
　
　

林　

将
史

《
企　

画　

部
》

部　

長　
　
　
　
　

小
森
勝
義

【
総
合
政
策
課
】

企
画
部
次
長
兼
課
長　
広
瀬
雅
史

主　

幹　
　
　
　
　

衣
斐
良
治

主　

幹　
　
　
　
　

坂
口
正
信

課
長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　

今
枝
文
雄

主　

任　
　
　
　
　

高
橋
直
樹

主　

事　
　
　
　
　

宮
腰
美
和

主　

事　
　
　
　
　

宮
脇
憲
輔

【
情
報
政
策
課
】

課　

長　
　
　
　
　

清
水
勝
正

課
長
補
佐
兼
情
報
政
策
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　

船
越
浩
海

主　

任　
　
　
　
　

所　

貴
宏

主
事
（
駐　
坂
内
）　

藤
井
重
徳

主　

事　
　
　
　
　

岡
崎
康
成

主
事
（
駐　
坂
内
）　

小
森
陽
治

【
ダ
ム
対
策
室
】

主　

幹　
　
　
　
　

中
川
正
志

ダ
ム
対
策
係
長　
　

井
口
澄
子

主　

査　
　
　
　
　

寺
井
智
紀

主　

事　
　
　
　
　

松
居
佑
樹

《
健
康
福
祉
部
》

部　

長　
　
　
　
　

知
本
俊
行

【
住　

民　

課
】

課　

長　
　
　
　
　

小
畑
秋
司

主　

幹　
　
　
　
　

山
口
勝
彦

課
長
補
佐
兼
住
民
係
長　

　
　
　
　
　
　
　
　

末
松
敏
幸

課
長
補
佐
兼
保
険
年
金
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
間　

誠

主　

任　
　
　
　
　

中
川
正
典

主　

任　
　
　
　
　

樋
口
三
千
代

主　

事　
　
　
　
　

前
川
政
美

主　

事　
　
　
　
　

高
橋
由
利

主　

事　
　
　
　
　

河
村
里
奈

主　

事　
　
　
　
　

松
原
由
美
子

主　

事　
　
　
　
　

生
田　

淳

主　

事　
　
　
　
　

新
川
暁
子

主　

事　
　
　
　
　

足
立
恵
梨
子

【
福　

祉　

課
】

健
康
福
祉
部
次
長
兼
課
長

                 　
　

宇
佐
美
秀
雄

課　

長
（
揖
斐
広
域
連
合
派
遣
）

　
　
　
　
　
　
　
　

香
田
誠
輝

心
身
障
害
者
小
規
模
授
産
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　

牧
村
安
弘

課　

長（
社
会
福
祉
協
議
会
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　
　

北
野
茂
樹

主　

幹（
社
会
福
祉
協
議
会
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　
　

坂
下
久
幸

課
長
補
佐　
　
　
　

宗
宮
や
す
子

課
長
補
佐
兼
社
会
福
祉
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
義
和

課
長
補
佐
心
得（
揖
斐
広
域
連
合
派
遣
）

　
　
　
　
　
　
　
　

杉
山
美
知
子

高
齢
者
福
祉
係
長　

竹
中
千
博

児
童
福
祉
係
長　
　

若
山
孝
子

係　

長
（
揖
斐
広
域
連
合
派
遣
）

　
　
　
　
　
　
　
　

河
瀬
浩
治

主　

査　
　
　
　
　

小
森
英
孝

主　

任　
　
　
　
　

竹
山
信
博

主　

事　
　
　
　
　

今
井
克
喜

主　

事　
　
　
　
　

菅
原
昌
志

主　

事　
　
　
　
　

岡
部
弥
世
子

主　

事　
　
　
　
　

今
井
る
み

【
健
康
増
進
課
】

課
長
兼
揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　

山
岸
美
代
子

課
長
補
佐
兼
健
康
増
進
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　

岸　

妙
子

係
長
（
駐　
春
日
）　

小
寺
瑞
穂

係　

長　
　
　
　
　

藤
原
輝
代
子

係
長
心
得　
　
　
　

久
富
実
千
代

係
長
心
得
（
駐　
谷
汲
）

　
　
　
　
　
　
　
　

林　

千
恵
美

主　

任　
　
　
　
　

河
村
あ
ゆ
み

主
任
（
駐　
久
瀬
）　

野
原
晶
子

主　

事　
　
　
　
　

高
橋
真
紀

主　

事　
　
　
　
　

原　

裕
子

主　

事　
　
　
　
　

河
村
竜
彦

主　

事　
　
　
　
　

川
合
さ
と
み

主
事
（
駐　
坂
内
）　

山
内
美
幸



主　

事　
　
　
　
　

林　
　
　

恩

主　

事　
　
　
　
　

林　

美
千
子

【
生
活
環
境
課
】

課　

長　
　
　
　
　

加
藤
政
秀

主　

幹　
　
　
　
　

林　

崇
久

課
長
補
佐
兼
生
活
環
境
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　

立
木
寿
明

主　

任　
　
　
　
　

松
久
秀
紀

主　

任　
　
　
　
　

若
原
輝
幸

主　

事　
　
　
　
　

杉
山
浩
基

主　

事　
　
　
　
　

河
本
聖
子

主　

事　
　
　
　
　

窪
田
至
宏

《
農
林
商
工
部
》

部
長
心
得　
　
　
　

神
原
和
弘

【
農
林
振
興
課
】

農
林
商
工
部
次
長
兼
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　

大
野
安
司

主　

幹　
　
　
　
　

渡
辺
利
弘

課
長
補
佐
兼
農
務
係
長　

　
　
　
　
　
　
　
　

古
野
利
仁

林
務
係
長　
　
　
　

三
輪　

巌

主　

任　
　
　
　
　

栗
田
俊
彦

主　

任　
　
　
　
　

林　

貴
義

主　

事　
　
　
　
　

二
宮　

焦

【
商
工
観
光
課
】

課　

長　
　
　
　
　

若
林
幹
夫

主　

幹　
　
　
　
　

松
野
興
伸

課
長
補
佐
兼
商
工
係
長　

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
間
眞
二

観
光
係
長　
　
　
　

杉
本
い
ず
み

主　

事　
　
　
　
　

後
藤
竜
介

主　

事　
　
　
　
　

神
原
誠
司

《
基
盤
整
備
部
》

部　

長　
　
　
　
　

細
野　

剛

【
都
市
整
備
課
】

基
盤
整
備
部
次
長
兼
課
長　

　
　
　
　
　
　
　
　

窪
田
龍
男

主　

幹　
　
　
　
　

松
波
好
和

課
長
補
佐
兼
土
木
係
長
兼
都
市
計

画
係
長　
　
　
　
　

橋
本
眞
澄

主　

査　
　
　
　
　

野
原
邦
義

主　

査　
　
　
　
　

岡
部
治
久

主　

任　
　
　
　
　

寺
井
一
成

主　

任　
　
　
　
　

河
本
太
一

主　

事　
　
　
　
　

浅
野
広
光

主　

事　
　
　
　
　

加
納
和
貴

主　

事　
　
　
　
　

土
本
雅
代

主　

事　
　
　
　
　

松
原
和
哉

【
農
村
整
備
課
】

課　

長　
　
　
　
　

鈴
村
行
正

農
村
整
備
課
長
（
土
地
改
良
協
議

会
事
務
局
長
）
　
　
　

小
森
文
雄

課
長
補
佐
兼
農
村
整
備
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　

野
原
英
司

主　

査　
　
　
　
　

上
田　

憲

主　

事　
　
　
　
　

河
村
泰
子

【
上
下
水
道
課
】

課　

長　
　
　
　
　

内
藤
晴
久

課
長
補
佐
兼
水
道
係
長　

　
　
　
　
　
　
　
　

林　

ほ
な
み

課
長
補
佐
兼
下
水
道
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　

大
岩
明
宏

主　

任　
　
　
　
　

土
屋
和
久

主　

任　
　
　
　
　

横
平　

淳

主　

事　
　
　
　
　

吉
田
美
貴

主　

事　
　
　
　
　

牧
村　

諭

主　

事　
　
　
　
　

成
瀬
岳
樹

《
議
会
事
務
局
》

事
務
局
長　
　
　
　

吉
田
千
尋

書
記
（
課
長
）
　
　
　

岡
部
栄
一

書
記
（
課
長
補
佐
）
　

永
澤
郁
子

書
記
（
係
長
）
　
　
　

北
野
嘉
樹

《
収
入
役
室
》

【
会　

計　

課
】

課　

長　
　
　
　
　

高
橋
立
行

主　

幹　
　
　
　
　

栩
川
早
苗

課
長
補
佐
兼
会
計
係
長　

　
　
　
　
　
　
　
　

川
地
貞
代

主　

査　
　
　
　
　

平
野
美
保
子

主　

任　
　
　
　
　

神
谷
基
樹

《
谷
汲
振
興
事
務
所
》

所　

長　
　
　
　
　

杉
山
明
吉

【
振　

興　

課
】

課　

長　
　
　
　
　

廣
瀬
喜
彦

振
興
係
長　
　
　
　

高
木
英
樹

主　

査　
　
　
　
　

松
井
孝
二

主　

任　
　
　
　
　

寺
井
智
美

主　

任　
　
　
　
　

小
寺
早
苗

【
住
民
福
祉
課
】

課　

長　
　
　
　
　

正
村
光
隆

住
民
福
祉
係
長　
　

石
原
誓
子

主　

任　
　
　
　
　

鷲
見
孝
之

主　

任　
　
　
　
　
宇
佐
美
み
ゆ
き

【
基
盤
整
備
一
課
】

課　

長　
　
　
　
　

窪
田
直
樹

課
長
代
理　
　
　
　

高
橋
義
弘

主　

幹　
　
　
　
　

高
間　

歩

主　

査　
　
　
　
　

竹
中
正
和

主　

事　
　
　
　
　

矢
野
陽
一
郎

【
基
盤
整
備
二
課
】

課　

長　
　
　
　
　

所　

直
美

主　

幹　
　
　
　
　

森
本
幸
晴

農
林
振
興
係
長　
　

三
島
晃
照

主　

査　
　
　
　
　

木
野
村
亨

主　

任　
　
　
　
　

窪
田
匡
市

主　

事　
　
　
　
　

大
野
純
子

《
春
日
振
興
事
務
所
》

所　

長　
　
　
　
　

宮
川
康
太
郎

【
振　

興　

課
】

課　

長　
　
　
　
　

高
橋
信
男

主　

幹　
　
　
　
　

藤
原
政
尚

管
理
調
整
係
長　
　

市
川
由
紀
子

振
興
係
長
（
併　
社
会
教
育
課
）

　
　
　
　
　
　
　
　

金
崎
浩
司

主　

査　
　
　
　
　

小
寺
良
英

【
住
民
福
祉
課
】

課
長
兼
春
日
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　

小
寺
助
次

課
長
補
佐　
　
　
　

藤
原
辰
実

住
民
福
祉
係
長　
　

小
窪
敏
子

税
務
係
長　
　
　
　

森　

千
恵

【
基
盤
整
備
課
】

課　

長　
　
　
　
　

藤
田
孫
文

主　

幹　
　
　
　
　

藤
田
一
三

主　

幹　
　
　
　
　

新
川
正
敏

主　

幹　
　
　
　
　

小
寺
徳
生

課
長
補
佐
兼
建
設
係
長　

　
　
　
　
　
　
　
　

四
井
庄
一

産
業
振
興
係
長　
　

小
寺
美
佐
子

上
下
水
道
係
長　
　

小
寺
淳
一

主　

査　
　
　
　
　

小
寺
寿
一

主　

査　
　
　
　
　

藤
原　

弘

《
久
瀬
振
興
事
務
所
》

所　

長　
　
　
　
　

竹
中
保
昭

【
振　

興　

課
】

課　

長　
　
　
　
　

小
畑
英
男

課
長
補
佐
兼
振
興
係
長　

　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
茂
盛
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主　

任　
　
　
　
　

堀　
　
　

篤

主　

任
（
併　
社
会
教
育
課
）

　
　
　
　
　
　
　
　

中
島　

恵

【
住
民
福
祉
課
】

課　

長　
　
　
　
　
川
村
源
左
衛
門

課
長
補
佐
兼
住
民
福
祉
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　

冨
田
眞
奈
美

税
務
係
長　
　
　
　

山
本
照
代

主　

査　
　
　
　
　

高
橋
美
保

主　

事　
　
　
　
　

清
水
善
之

【
基
盤
整
備
課
】

課
長
心
得　
　
　
　

渡
辺
節
夫

課
長
補
佐　
　
　
　

松
原
孝
春

課
長
補
佐　
　
　
　

矢
野
幸
司

産
業
振
興
係
長　
　

川
口
ひ
と
美

建
設
係
長
兼
水
道
係
長　

　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
宗
徳

主　

査　
　
　
　
　

高
橋
富
士
夫

主　

事　
　
　
　
　

増
元
洋
成

主　

事　
　
　
　
　

増
元　

緑

《
藤
橋
振
興
事
務
所
》

所　

長　
　
　
　
　

田
村
茂
幸

【
振　

興　

課
】

課　

長　
　
　
　
　

大
葉
光
義

課
長
補
佐
兼
振
興
係
長　

　
　
　
　
　
　
　
　

小
栗
章
孝

主　

査　
　
　
　
　

久
野
賀
弘

主　

任　
　
　
　
　

宗
宮
孝
臣

主　

任
（
併　
社
会
教
育
課
）

　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
幸
治

【
住
民
福
祉
課
】

課
長
兼
藤
橋
国
民
健
康
保
険
診
療

所
事
務
長　
　
　
　

中
島
と
も
ゑ

課
長
補
佐
兼
住
民
福
祉
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
順
人

税
務
係
長　
　
　
　

中
島
妙
子

主　

任　
　
　
　
　

松
野
裕
人

主　

事　
　
　
　
　

宮
川
貴
子

【
基
盤
整
備
課
】

課　

長　
　
　
　
　

川
瀬
雅
治

課
長
補
佐
兼
産
業
振
興
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　

橘　

博
幸

上
下
水
道
係
長　
　

若
園
直
樹

建
設
係
長　
　
　
　

馬
渕
真
二

主　

査　
　
　
　
　

島
﨑
美
和

主　

事　
　
　
　
　

立
木
秀
和

《
坂
内
振
興
事
務
所
》

所　

長　
　
　
　
　

井
口
治
彦

【
振　

興　

課
】

課　

長　
　
　
　
　

堀
井
玉
男

課
長
補
佐
兼
振
興
係
長　

　
　
　
　
　
　
　
　

大
村
友
則

主　

任　
　
　
　
　

山
口
正
代

主　

事
（
併　
社
会
教
育
課
）

　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
良
尚

【
住
民
福
祉
課
】

課
長
心
得
兼
坂
内
国
民
健
康
保
険

診
療
所
事
務
長　
　

増
田
正
則

住
民
福
祉
係
長
兼
税
務
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　

高
殿
高
象

主　

査　
　
　
　
　

新
井
栄
子

主　

任　
　
　
　
　

近
岡
ひ
と
み

【
基
盤
整
備
課
】

課　

長　
　
　
　
　

平
野
克
彦

課
長
補
佐
兼
産
業
振
興
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　

中
井
正
文

建
設
係
長
兼
上
下
水
道
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　

谷
口
昭
治

主　

査　
　
　
　
　

前
川
孝
彰

主　

任
（
駐　
道
の
駅
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

蔵
田
秀
彦

主　

事　
　
　
　
　

山
本
大
貴

主
事
補　
　
　
　
　

菅
原
武
志

主
事
補　
　
　
　
　

原　

武
弘

《
教
育
委
員
会
》

教
育
次
長　
　
　
　

小
森　

脩

教
育
次
長
（
揖
斐
郡
教
育
研
修
セ

ン
タ
ー
派
遣
）
　
　
　

高
橋
喜
芳

【
学
校
教
育
課
】

課　

長　
　
　
　
　

丹
羽
敬
裕

課
長
補
佐
兼
総
務
係
長　

　
　
　
　
　
　
　
　

川
口
陸
士

学
校
教
育
係
長　
　

高
橋
明
美

主　

査　
　
　
　
　

宗
宮
ひ
と
み

主　

査　
　
　
　
　

小
川
敏
貴

【
社
会
教
育
課
】

課　

長　
　
　
　
　

粟
野　

均

主　

幹　
　
　
　
　

中
島
義
美

社
会
教
育
係
長
（
駐　
揖
斐
川
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
井
孝
夫

主　

任　
　
　
　
　

坪
井
公
師

主　

事　
　
　
　
　

小
森
成
裕

主　

事　
　
　
　
　

山
本
紋
子

主　

事　
　
　
　
　

宮
川
恵
理
子

主　

事
（
駐　
揖
斐
川
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

細
野
朋
洋

中
央
公
民
館
・
揖
斐
川
図
書
館
管
理
人

　
　
　
　
　
　
　
　

倉
田
し
げ
子

谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
管
理
人

　
　
　
　
　
　
　
　

林　

尚
子

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
】

課　

長　
　
　
　
　

久
保
田
正
彦

課
長
補
佐　
　
　
　

山
川
繁
行

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長　
林　

幸
司

主　

任　
　
　
　
　

若
原
紀
章

主　

事　
　
　
　
　

高
橋
正
宗

主　

事　
　
　
　
　

高
橋
康
弘

揖
斐
川
健
康
広
場
管
理
人

　
　
　
　
　
　
　
　

林　

マ
サ
子

《
各　

施　

設
》

【
揖
斐
川
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】

所　

長
（
課
長
）　

高
田
孝
司

調
理
員　
　
　
　
　

野
原
久
美
子

調
理
員　
　
　
　
　

宗
宮
美
津
子

調
理
員　
　
　
　
　

小
川
ひ
さ
子

調
理
員　
　
　
　
　

杉
本
し
ず
子

調
理
員　
　
　
　
　

清
水
時
子

調
理
員　
　
　
　
　

森　

京
子

調
理
員　
　
　
　
　

駒
月
な
ゝ
子

調
理
員　
　
　
　
　

林　

直
美

調
理
員　
　
　
　
　

加
納
真
弓

運
転
手　
　
　
　
　

高
橋
達
彦

【
谷
汲
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】

調
理
員　
　
　
　
　

石
橋
静
子

調
理
員　
　
　
　
　

竹
田
し
の
ぶ

調
理
員　
　
　
　
　

仲
井
智
子

調
理
員　
　
　
　
　

國
枝
笑
子

【
春
日
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】

調
理
員　
　
　
　
　

林　

三
千
枝

調
理
員　
　
　
　
　

小
寺
て
つ
代

【
小
・
中
学
校
用
務
員
】

清
水
小
学
校　
　
　

小
牧
君
代

北
方
小
学
校　
　
　

渡
邊
る
み

小
島
小
学
校　
　
　

中
村
和
子

谷
汲
小
学
校　
　
　

古
野
た
ま
ゑ

長
瀬
小
学
校　
　
　

杉
山
あ
け
み

北
和
中
学
校　
　
　

窪
田
美
季
子

谷
汲
中
学
校　
　
　

馬
場
益
美

【
小
・
中
学
校
調
理
員
】

久
瀬
小
学
校　
　
　

竹
中
立
子

藤
橋
小
中
学
校　
　

戸
澤
き
み
子

藤
橋
小
中
学
校　
　

小
倉
か
る

坂
内
小
中
学
校　
　

広
瀬
妙
子
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坂
内
小
中
学
校　
　

新
井
く
み
子

久
瀬
中
学
校　
　
　

竹
中
ひ
ろ
み

久
瀬
中
学
校　
　
　

高
橋
志
げ
子

【
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
】

事
務
局
長
（
課
長
）
　

加
納
八
郎

主
査(

駐　
藤
橋)　

川
口
ひ
と
み

管
理
人　
　
　
　
　

森　

静
代

【
い
び
が
わ
幼
稚
園
】

副
園
長（
課
長
補
佐
）
　

高
橋
和
子

事
務
長（
課
長
補
佐
）
　

田
中　

亨

教　

諭
（
主
査
）　

高
松
喜
代
子

教　

諭
（
主
任
）
　
　

片
岡
和
子

教　

諭
（
主
事
）　

林　

輝
恵

調
理
員　
　
　
　
　

小
林
美
代
子

【
揖
斐
川
図
書
館
】

係　

長　
　
　
　
　

中
村
美
誉
子

主　

事　
　
　
　
　

山
本
ひ
と
み

【
藤
橋
城
・西
美
濃
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
】

課
長
補
佐　
　
　
　

松
本
幸
久

係　

長　
　
　
　
　

川
本　

励

【
森
の
文
化
博
物
館
】

主　

査　
　
　
　
　

駒
月
雅
樹

【
揖
斐
保
育
園
】

園　

長　
　
　
　
　

浦
木
京
子

主
任
保
育
士　
　
　

林　

豊
子

主
任
保
育
士　
　
　

林　

恵
美

保
育
士　
　
　
　
　

徳
永
恵
理
奈

保
育
士　
　
　
　
　

西
村
弥
生

保
育
士　
　
　
　
　

林　

悦
子

調
理
員　
　
　
　
　

藤
井
澄
子

【
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

所　

長　
　
　
　
　

窪
田
勝
子

【
大
和
保
育
園
】

園　

長　
　
　
　
　

粟
野
み
ね
を

主
任
保
育
士　
　
　

武
藤
恵
子

保
育
士　
　
　
　
　

石
原
和
代

保
育
士　
　
　
　
　

宮
川
佳
代
子

調
理
員　
　
　
　
　

大
谷
綾
子

【
北
方
保
育
園
】

園　

長　
　
　
　
　

渡
辺
美
千
代

副
園
長　
　
　
　
　

高
橋
幸
子

保
育
士　
　
　
　
　

浅
野
み
ど
り

保
育
士　
　
　
　
　

細
野
真
由
美

調
理
員　
　
　
　
　

林　

貴
美
子

【
清
水
保
育
園
】

園　

長　
　
　
　
　

野
原
千
津
子

主
任
保
育
士　
　
　

高
木
富
士
子

保
育
士　
　
　
　
　

高
橋
一
恵

保
育
士　
　
　
　
　

長
尾
知
香

調
理
員　
　
　
　
　

森
本
文
子

【
小
島
保
育
園
】

園　

長　
　
　
　
　

上
田
春
美

主
任
保
育
士　
　
　

清
水
昭
子

主
任
保
育
士　
　
　

国
枝
英
子

保
育
士　
　
　
　
　

林　

幸
代

保
育
士　
　
　
　
　

小
川
恵
子

保
育
士　
　
　
　
　

矢
野
志
織

調
理
員　
　
　
　
　

内
田
ひ
と
み

【
谷
汲
保
育
園
】

園　

長　
　
　
　
　

田
宮
幸
子

主
任
保
育
士　
　
　

今
村
裕
美

主
任
保
育
士　
　
　

若
林
ま
ゆ
み

保
育
士　
　
　
　
　

河
瀬
隆
子

保
育
士　
　
　
　
　

磯
川
淳
子

調
理
員　
　
　
　
　

安
藤
照
美

調
理
員　
　
　
　
　

仲
井
広
子

運
転
手　
　
　
　
　

平
野
定
良

【
長
瀬
保
育
園
】

園　

長　
　
　
　
　

高
橋
美
江
子

主
任
保
育
士　
　
　

長
屋
明
美

保
育
士　
　
　
　
　

増
田
裕
子

調
理
員　
　
　
　
　

國
枝
直
美

【
か
す
が
保
育
園
】

園
長
兼
か
す
が
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
所
長　
　
　
　

林　

孝
芳

主
任
保
育
士　
　
　

小
林
益
代

主
任
保
育
士　
　
　

四
井
羽
須
美

主
任
保
育
士　
　
　

片
山
美
香

調
理
員　
　
　
　
　

小
寺
理
津
子

【
久
瀬
保
育
園
】

課
長
補
佐　
　
　
　

増
元
光
子

主
任
保
育
士　
　
　

高
橋
美
咲

保
育
士　
　
　
　
　

橋
本
幸
子

保
育
士　
　
　
　
　

高
橋
は
ぎ

調
理
員　
　
　
　
　

竹
中
一
代

調
理
員　
　
　
　
　

大
西
富
士
子

【
藤
橋
保
育
園
】

保
育
係
長　
　
　
　

高
橋
久
美
子

保
育
士　
　
　
　
　

成
瀬
友
紀

【
坂
内
保
育
園
】

保
育
士　
　
　
　
　

久
保
田
直
子

保
育
士　
　
　
　
　

伊
藤
祐
美

【
揖
斐
川
尚
和
園
】

園　

長
（
主
幹
）
　
　

成
瀬
重
則

主　

幹　
　
　
　
　

岩
井
達
哉

主　

査　
　
　
　
　

四
井
多
賀
子

主　

任　
　
　
　
　

田
中
千
佳

看
護
師　
　
　
　
　

竹
田
克
子

寮　

母　
　
　
　
　

小
寺
好
江

寮　

母　
　
　
　
　

内
藤
浄
美

寮　

母　
　
　
　
　

高
橋
和
子

寮　

母　
　
　
　
　

細
野
千
奈
美

寮　

母　
　
　
　
　

細
野
郁
子

調
理
員　
　
　
　
　

小
森
し
ず
ゑ

調
理
員　
　
　
　
　

香
田
笑
子

調
理
員　
　
　
　
　

河
瀬
洋
子

調
理
員　
　
　
　
　

内
藤
英
子

【
揖
斐
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
】

係　

長　
　
　
　
　

国
枝　

真

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー　

所　

よ
し
子

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー　

増
田
温
子

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー　

花
木
み
さ
子

【
谷
汲
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
】

主　

任　
　
　
　
　

長
屋
房
子

主　

任　
　
　
　
　

仲
井
朝
恵

主　

事　
　
　
　
　

和
藤　

香

【
谷
汲
中
央
診
療
所
】

所　

長　
　
　
　
　

西
脇　

勤

谷
汲
中
央
診
療
所
事
務
長
兼
谷
汲
保

健
セ
ン
タ
ー
所
長　
　

今
村
照
文

看
護
師
長　
　
　
　

鈴
木
宮
子

看
護
師　
　
　
　
　

内
藤
眞
由
美

看
護
師　
　
　
　
　

竹
中
美
保

看
護
師　
　
　
　
　

細
野
春
恵

【
藤
橋
国
民
健
康
保
険
診
療
所
】

看
護
師　
　
　
　
　

吉
田
寿
子

看
護
師　
　
　
　
　

高
橋
ひ
づ
る

【
坂
内
国
民
健
康
保
険
診
療
所
】

所　

長　
　
　
　
　

岩
田
浩
志

看
護
師　
　
　
　
　

清
水
信
子

看
護
師　
　
　
　
　

山
口
昌
子

看
護
師　
　
　
　
　

弘
岡
智
恵
子

【
谷
汲
シ
ン
グ
ル
シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
の
家
】

看
護
師　
　
　
　
　

瀧
瀬
き
よ
み

【
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
手
】

　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
武
一

　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
鉄
治

　
　
　
　
　
　
　
　

谷
口
春
生

　
　
　
　
　
　
　
　

重
綱
長
治
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
設
夫

　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
川
和
一

【
遊
ら
ん
ど
坂
内
】

支
配
人　
　
　
　
　

中
井
丈
二

調
理
員　
　
　
　
　

神
谷
正
文

運
転
手　
　
　
　
　

奥
田
岩
男
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まちの話題まちの話題

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

山岸さんおめでとう 竹中さんおめでとう

100
歳
お
め
で
と
う

西
津
汲
に
お
住
ま
い
の
竹
中
初
は
る
さ

ん
が
二
月
四
日
に
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。
樋
口
町
長
職
務
執
行
者
よ

り
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
樋
口
町
長
職
務
執
行
者
が
普
段
気

を
つ
け
て
い
る
こ
と
を
尋
ね
ら
れ
る
と
「
と

く
に
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
自
然
の
ま
ま
に
暮
ら
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
健
康
な
体
を
与
え
て
く
れ
た

親
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。」
と
お
元
気
に

お
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
「
魚
が

好
き
で
、
一
時
間
く
ら
い
か
け
て
ゆ
っ
く

り
食
事
を
す
る
の
が
健
康
に
よ
い
の
で
は
。」

と
娘
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

95
歳
お
め
で
と
う

二
月
三
日
に
谷
汲
徳
積
の
谷
汲
山
華
厳
寺
境
内
に
お

い
て
節
分
厄
払
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
堂
で
樋
口
町

長
職
務
執
行
者
を
は
じ
め
関
係
者
で
祈
祷
が
行
わ
れ
た

後
、
豆
ま
き
を
し
て
一
年
間
の
無
病
息
災
を
願
い
ま
し

た
。
豆
ま
き
が
行
わ
れ
た
赤
鬼
の
い
る
仁
王
門
前
に
は

多
数
の
参
拝
者
が
訪
れ
、
参
拝
者
に
は
（社）
谷
汲
観
光
協

会
よ
り
三
百
人
分
の
甘
酒
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

節
分
厄
払
い

豆まきで無病息災

　
谷
汲
岐
礼
地
区
で
農
業
集
落
道
が
完
成
し
、
一
月

二
十
四
日
に
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
元
園
児

の
鼓
隊
演
奏
な
ど
で
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
こ
の
集

落
道
は
、
五
年
前
に
着
手
さ
れ
た
も
の
で
、
橋
梁
（
徳

鍋
橋
）
を
含
む
総
延
長
九
九
七
ｍ
、
幅
員
四
ｍ
で
す
。

「
岐
礼
農
業
集
落
道
」完
成

地元園児による鼓隊演奏

　
谷
汲
大
洞
地
区
と
大
野
町
を
結
ぶ「
大
谷
ト
ン
ネ
ル
」

が
完
成
し
、一
月
二
十
七
日
に
開
通
式
典
が
開
か
れ
ま
し

た
。関
係
者
と
地
元
住
民
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
パ
レ
ー
ド

で
開
通
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、近
く
を
通
る
山
越
え
の
県
道
に
代

わ
り
両
地
区
を
短
距
離
で
結
ぶ
産
業
観
光
ル
ー
ト
と
し

て
計
画
さ
れ
、平
成
十
三
年
に
着
工
し
こ
の
ほ
ど
供
用
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　
ト
ン
ネ
ル
は
全
長
六
六
三
ｍ
で
両
側
の
取
付
町
道
を
含

め
る
と
総
延
長
二
、一
〇
四
ｍ
。車
道
幅
員
六
ｍ
の
二
車
線
。

将
来
は
、東
海
環
状
自
動
車
道
か
ら
も
直
結
さ
れ
、地

域
間
交
流
、観
光
産
業
の
発
展
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

「
大
谷
ト
ン
ネ
ル
」開
通

開通テープカット

谷汲踊で祝福

このページではみなさまからの情報をお待ちしています。このページではみなさまからの情報をお待ちしていますの情
身近な地域の出来事・話題を揖斐川町役場総務課人事広報係、または
各振興事務所振興課振興係までお寄せください。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ま
ほ
ろ
ば
」

で
暮
ら
す
山
岸
み
よ
子
さ
ん
が
新
町
発
足

の
一
月
三
十
一
日
に
九
十
五
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
市
場
の
内
藤

玉
子
さ
ん
が
二
月
七
日
に
九
十
五
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
樋

口
町
長
職
務
執
行
者
よ
り
長
寿
の
お
祝
い

と
褒
賞
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
山
岸
さ
ん
は
踊
り
が
趣
味
で
、
車
椅
子

踊
り
な
ど
で
所
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極

的
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
つ
け
て
長
生

き
し
て
く
だ
さ
い
。



揖斐広域連合だより揖斐広域連合だより

揖
斐
広
域
斎
場
が
完
成
し
ま
し
た

〜
４
月
１
日
よ
り
受
付
を
開
始
し
ま
す
〜

　

平
成
十
五
年
十
一
月
か
ら
建
設
を
進
め

て
き
ま
し
た
揖
斐
広
域
斎
場
が
、
こ
の
ほ

ど
完
成
し
、
本
年
四
月
一
日
か
ら
業
務
を

開
始
し
ま
す
。

　

こ
の
斎
場
は
、
従
来
の
火
葬
場
の
イ

メ
ー
ジ
を
一
新
し
、
荘
厳
な
雰
囲
気
を
醸

し
だ
し
た
近
代
的
な
施
設
で
、
火
葬
棟
、

待
合
棟
お
よ
び
式
場
の
三
棟
か
ら
な
り
、

火
葬
を
は
じ
め
、
最
近
の
住
宅
事
情
を
考

慮
し
て
、
通
夜
、
葬
儀（
告
別
式
）と

い
っ
た
一
連
の
葬
送
行
事
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ご
遺
族
の

皆
様
に
や
す
ら
ぎ
と
追
想
の
時
間
を

過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
温
か

い
空
間
で
故
人
を
偲
ぶ
に
ふ
さ
わ
し

い
斎
場
と
し
ま
し
た
。

　

と
く
に
火
葬
炉
は
最
新
の
技
術
を

取
り
入
れ
た
無
臭
、
無
煙
、
無
塵
の

炉
で
環
境
対
策
に
万
全
を
期
し
て
お

り
、
周
辺
環
境
に
つ
い
て
も
樹
木
を

配
し
て
人
に
優
し
く
自
然
と
の
調
和

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
住
民
の
皆
さ
ま
の
多
様
な

要
望
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
内
覧
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

日　

時　

平
成
17
年
３
月
12
日（
土
）

　
　
　
　

13
日（
日
）19
日（
土
）20
日（
日
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら

　
　
　
　

午
後
４
時
ま
で

場　

所　

大
野
町
大
字
松
山
小
字
松

　
　
　
　

山
４
７
０
番
地

　
　
　
　

揖
斐
広
域
斎
場

　

な
お
、
ご
利
用
の
方
法
な
ど
は
次
の

と
お
り
で
す
。

１　

利
用
申
請

　

⑴
申
請
場
所
・
方
法（
犬
・
猫
を
含
む
）

死
亡
届
提
出
後
、利
用
日
、利
用
時
間
を
各

町
役
場（
振
興
事
務
所
を
含
む
）の
受
付
窓

口
で
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い。（
電
話
不

可
）
役
場
閉
庁
時
は
、
宿
日
直
窓
口
で
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

⑵
申
請
可
能
な
日
時

　
　

３
６
５
日
24
時
間
受
付
可
能
で
す
。

　

⑶
利
用
申
請
に
必
要
な
書
類（
役
場
窓
口
で
必

要
と
な
る
書
類
）

　
　

ア
．死
体
死
胎　
死
亡
診
断
書
、
印
鑑

　
　

イ
．身
体
の一
部　

医
師
・
助
産
師
の
証
明
書

　
　

ウ
．産
汚
物　

病
院
等
の
事
業
所
の
所
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
が
確
認
で
き
る
書
類

　
　

エ
．犬
・
猫　
　

免
許
証
又
は
健
康
保
険
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
申
請
者
の
住
所
が
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
認
で
き
る
書
類

　

⑷
料
金
の
支
払
い

使
用
許
可
書
交
付
後
斎
場
使
用
ま
で
の
間

に
、
役
場
会
計
窓
口
、
指
定
金
融
機
関
に

お
い
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
休

日
な
ど
納
付
が
で
き
な
い
と
き
は
、
斎
場
で

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

２　

休
場
日

　
　

①
火
葬
炉　

一
月
一
日
、
友
引
の
日

　
　

②
式  

場

　
　
　

告
別
式　

一
月
一
日
、
友
引
の
日

　
　
　

通　

夜　

十
二
月
三
十
一
日
、一
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　

お
よ
び
友
引
の
前
日

　
　

③
待
合
室　

一
月
一
日
、
友
引
の
日

３　

開
場
時
間

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

４　

利
用
当
日

利
用
当
日
は
、
火
葬
許
可
証
、
使
用
許
可

書
、
領
収
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
利
用
日
時
は
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

○
宮
型
霊
柩
車
の
乗
り
入
れ
は
禁
止
と
し
ま
す
。

○
柩
に
は
ビ
ン
類
・
カ
ン
類
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
・

ド
ラ
イ
ア
イ
ス
な
ど
絶
対
に
入
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

○
犬
、猫
の
搬
入
は
、木
箱
、段
ボ
ー
ル
箱
、ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
を
利
用
し
汚
物
、
汚
水
及
び
臭
気

が
外
へ
出
な
い
よ
う
に
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

（
お
骨
は
拾
え
ま
せ
ん
）

○
飲
食
物
の
持
ち
込
み
は
自
由
で
す
が
、
そ
の
後

始
末
は
各
自
責
任
を
も
っ
て
お
持
ち
帰
り
く
だ

さ
い
。

○
所
定
の
場
所
以
外
で
の
喫
煙
は
、
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

○
生
花
な
ど
の
設
置
は
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

○
式
場
・
待
合
室
は
、年
忌
、法
事
等
の
み
の
利
用

は
で
き
ま
せ
ん
。

○
そ
の
他
、
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
集
落
内
道
路
の
通
行
は
、地
域
住
民
の
皆
様
に

ご
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

利
用
手
続
き

利
用
に
あ
た
っ
て

利用料金

種　　　別 単位
使　用　料

備　考
区域内の者 区域外の者

火葬炉

大　　　人
1体

10,000円 45,000円 12歳以上の者
小　　　人 5,000円 31,000円 12歳未満の者
死　　　胎 2,000円 10,000円
身体の一部 1件 1,000円 5,000円
産　汚　物 1件 1,000円 5,000円 20kgまで

犬　・　猫 1体
1,000円 20kgまで
2,000円 50kgまで

式　場

式場1（菊の間）
遺族控室1
僧侶控室1

1回
24,000円 96,000円 通夜のみ
24,000円 96,000円 告別式のみ
48,000円 192,000円 通夜から告別式

式場2（蓮の間）
遺族控室2
僧侶控室2

1回
36,000円 144,000円 通夜のみ
36,000円 144,000円 告別式のみ
72,000円 288,000円 通夜から告別式

祭壇使用料 1回 25,000円 100,000円

待合室 和室・洋室 1室
3,000円

1時間増す毎に
1,000円

15,000円
1時間増す毎に
3,000円

1室3時間以内

霊安室 1回 3,000円 9,000円 24時間以内

備　考
１　この表中「通夜のみ」とは、17時から翌日の９時まで、「告別式のみ」とは、９時
から16時まで、「通夜から告別式」とは、17時から翌日の16時までとする。

２　式場において行われる通夜は、21時までとし、21時から翌日の９時までの時間帯
の遺体（棺）は、それぞれの遺族控室等へ移動するものとする。

３　「区域内」とは、死亡者若しくは喪主が本連合の構成町の住民基本台帳に記録され、
または外国人登録原票に登録されている場合をいい、死胎については母が、身体の一
部等については本人が構成町の住民基本台帳に記載され、または外国人登録原票に
登録されている場合をいい、産汚物については、当該使用に係る病院等の事業所の所
在地が構成町内にある場合をいう。ただし犬猫の火葬については、その申請者が構成
町の住民基本台帳に記録され、または外国人登録原票に登録されている場合をいう。

５　「区域外」とは、前項に定める場合以外のものをいう。
６　使用時間を算定する場合において１時間未満の端数を生じたときは、これを１時間
に切り上げるものとする。

広域斎場は、公共施設です。心づけは、一切ご遠慮します。ご協力をお願いします。
11   IBIGAWA  2005 MARCH
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平成17年度　揖斐川町健康診査 予定
がん検診 　　　　　　　　　　　　★受診日の約１か月前に、案内を配布又は郵送します。
健 診 名（料金） 内　　　　　容 対象年齢
胃 が ん 検 診
（800円）

胃部Ｘ線間接撮影：バリウムを飲んで、胃エックス線写真を７枚撮影
します。胃がん・胃潰瘍・胃ポリープ・十二指腸潰瘍などが発見できます。

40歳以上

〔胃がん検診 注意事項〕 
◎胃腸の病気で治療中、手術をした方は主治医とご相談ください。
◎胃がん検診は他の検診に比べ身体的負担が大きく体調を損なう恐れがあります。特に次のような方は、医

療機関での検診をお勧めします。
　・開腹手術（胃や腸、胆のう、虫垂炎、憩室等）を受けたことのある方
　・お腹の張っている方や便秘の方
　　バリウムが体内に残り排泄されずに固まると腸閉塞などの危険性があります。
　・誤飲をよくされる方
　　バリウムが気管支に入ると肺炎の原因となることがあります。
　・高齢で体力のない方
　　検査台の上で体の向きを変えますので、転落の危険性があります。
◎妊娠中の女性の場合は、お腹の子どもに影響が出る恐れがあります。妊娠中は検診を受けないで下さい。
◎症状のある方は、検診を待たずに早めに医療機関を受診することをお勧めします。

大腸がん検診
（300円）

便潜血検査（２日法）�：採便された便の中に血液が含まれているかを検
査します。

40歳以上

前立腺がん検診
（400円）

ＰＳＡ値測定（血液検査）：血液の中に含まれるＰＳＡ（前立腺特異抗原）
を測定します。

50歳以上男性

子宮（頚）がん検診
（700円）

細胞診：膣内に綿棒またはヘラを挿入し細胞を採取して行います。
内診を行います。

30歳以上女性

〔子宮がん検診注意事項〕
◎子宮全摘手術をした方は、主治医とご相談してください。
◎町では子宮頚部のみの検診となります。子宮体部の検診は行いません。

乳房がん検診
（500円）

視触診：乳房を観察し、乳房のくぼみや引きつり、しこり等がないか診ます。
超音波検査：仰向けになり、ゼリーを塗って超音波を当て、乳房の画像を見ます。

30歳以上女性

乳房 X 線撮影
（200円）

左右の乳房を側面から１回ずつレントゲン撮影します。乳房検診当日、
受付で希望を申し出てください。

50歳以上女性

〔乳がん検診 注意事項〕
◎乳房のしこり、乳頭分泌等の自覚症状のある方は、詳しい検査のできる医療機関への受診をお勧めします。

甲状腺がん検診 視診、触診、超音波検査　　　　※乳房がん検診とセットで行います。 30歳以上女性

その他の健（検）診 　　　　　　★受診日の約１か月前に、案内を配布又は郵送します。
結核検診（無料） 胸部Ｘ線撮影：胸のエックス線写真を撮影します。 65歳以上

基本健康診査
（900円）

問診、身体計測、血圧測定、肝機能・腎機能・血糖・貧血・脂質代謝
検査　（医師が必要とした場合：HbA1C、心電図、眼底検査）

40歳以上で他で
健診を受ける機
会のない方

肝炎ウイルス検診
（500円）

血液検査（基本健診と同時に行います）：B 型・C 型肝炎ウイルス検
査をします。

基本健診を受ける
40歳から5歳刻み
で70歳までの方、
要指導該当者

婦人健康診査
（500円）

問診、身体計測、血圧測定、尿検査、肝機能・腎機能・血糖・貧血・
脂質代謝検査、希望者のみ骨密度測定（500円）

18歳～39歳
女性

骨粗しょう症検診
（500円） 上腕のレントゲンを撮り、骨密度を測定します。 40･45･50･55･

60･65歳女性
歯周病疾患検診
（800円） 歯科医による検査です。 30歳以上

年 1回は必ず健康診査を受けて、病気の早期発見・早期治療に役立てましょう！
平成16年度受けられた方には、同じ頃に案内をお届けします。
お申し込み、お問い合わせは�揖斐川保健センター（℡ 23－1511）または下記まで。

谷汲保健センター（℡ 56-3036）・春日保健センター（℡ 58-0007）・久瀬振興事務所 住民福祉課（℡ 54-2111）
坂内振興事務所 住民福祉課（℡ 53-2111）・藤橋振興事務所 住民福祉課（℡ 52-2111）
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一
月
三
十
一
日
に
揖
斐
川
町
は
一
町
五

村
で
合
併
し
新
し
く
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

し
た
。

 

従
来
の
図
書
館
が
そ
れ
ぞ
れ

 

揖
斐
川
町
立
　揖
斐
川
図
書
館

 

揖
斐
川
町
立
　谷
汲
図
書
館

 

揖
斐
川
町
立
　坂
内
図
書
館
　と
い
う
名

称
に
な
り
ま
し
た
。
三
月
三
十
一
日
ま
で

は
業
務
内
容
は
従
来
と
同
じ
で
す
が
、
四

月
一
日
よ
り
以
下
の
よ
う
に
一
部
変
更
い

た
し
ま
す
。

 

揖
斐
川
町
立
　揖
斐
川
図
書
館

住
　
　
所
　
揖
斐
川
町
上
南
方
一
五
―
一

　
　
　
　
　
中
央
公
民
館
東
隣

　
　
　
　
　
℡
（
二
二
）
〇
二
一
九

開
館
時
間
　
従
来
通
り
で
す
。

　
　
　
　
　
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
は

　
　
　
　
　
九
時
か
ら
五
時
三
十
分
ま
で

　
　
　
　
　
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
祭
日

　
　
　
　
　
は
九
時
か
ら
五
時
ま
で

休
館
日
　
毎
週
月
曜
日

　
　
　
　
　
　
（
祭
日
が
月
曜
日
に
な
る
場
合
も
休
館
）

祝
祭
日
開
館
の
翌
日
、
月
末

整
理
日
。

祝
祭
日
が
金
曜
・
土
曜
、
日

曜
に
な
る
場
合
は
次
週
の
火

曜
日
が
休
館
で
す
。

 

そ
の
他
　
年
末
年
始
、
町

の
行
事
な
ど
で
臨
時
休
館
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
図
書
・
Ａ
Ｖ
の
貸
し
出
し

 

図
書
利
用
カ
ー
ド
は
従
来
の
カ
ー
ド
が

使
用
で
き
ま
す
。
は
じ
め
て
の
方
は
カ
ー
ド

を
ご
希
望
の
図
書
館
で
発
行
い
た
し
ま
す
。

●
本
と
Ａ
Ｖ
の
貸
し
出
し
数
と
期
限

 
図
書
、
雑
誌
合
わ
せ
て
一
人
十
冊
ま
で

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
間
　
二
週
間

 

Ａ
Ｖ
（
ビ
デ
オ
、
Ｃ
Ｄ
、
カ
セ
ッ
ト
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
人
二
点
ま
で

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
間
　
一
週
間

 

原
則
と
し
て
同
一
家
族
で
も
　
本
人
以

外
の
カ
ー
ド
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
本
、
雑
誌
の
返
却
に
つ
い
て

 

開
館
日
に
は
必
ず
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
持

ち
下
さ
い
。
休
館
日
に
は
図
書
館
向
か
っ

て
左
側
に
あ
る
返
却
夜
間
ポ
ス
ト
へ
お
入

れ
く
だ
さ
い
。

●
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
テ
ー
プ
の
返
却
に
つ
い
て

 

必
ず
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

 

そ
の
他
、
本
の
予
約
・
本
の
リ
ク
エ
ス

ト
・
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
（
有
料
）
な
ど
は
従

来
通
り
で
す
。

「
わ
が
子
の
気
持
ち
が
わ
か
ら
な
く
な

る
前
に
読
む
本
」

　
　
　
　
　
　
　
精
神
科
医
　
小
林
絢
子

 

子
ど
も
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
子

育
て
の
悩
み
も
変
わ
っ
て
い
く
も
の
、
子

ど
も
の
成
長
に
そ
っ
て
わ
か
り
や
す
く
伝

え
て
く
れ
る
精
神
科
医
か
ら
の
や
さ
し
い

子
育
て
ア
ド
バ
イ
ス
。

新
町
図
書
館
利
用
の

皆
さ
ん
へ

　
揖
斐
川
町
立
　谷
汲
図
書
館

  

住
　
　
所
　
揖
斐
川
町
谷
汲
名
礼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
四
―
二
二

　
　
　
　 

サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
内

　
　
　
　
　
℡
（
五
六
）
三
七
三
三

開
館
時
間
　
開
館
日
は
す
べ
て
午
前
九
時

か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

 

そ
の
他
利
用
規
定
は
揖
斐
川
図
書
館
と

同
じ
で
す
。

 

揖
斐
川
町
立
　坂
内
図
書
館

  

住
　
　
所
　
揖
斐
川
町
坂
内
広
瀬
一
六
六
ー
二

　
　
　
　 

坂
内
交
流
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　
　
℡
（
五
三
）
三
八
六
〇

開
館
時
間
　
開
館
日
は
す
べ
て
午
前
九
時

か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

 

そ
の
他
利
用
規
定
は
揖
斐
川
町
図
書
館
・

谷
汲
図
書
館
と
同
じ
で
す
。

各
図
書
館「
今
月
の
催
し
」か
ら

 

揖
斐
川
図
書
館

三
月
五
日（
土
）一
時
か
ら

 

お
ひ
な
祭
り「
カ
ル
タ
と
り
大
会
」

 

面
白
い
カ
ル
タ
が
あ
る
よ
。

 

お
母
さ
ん
も
お
父
さ
ん
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん

も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
み
ん
な
一
緒
に
来
て
ね
。

話
題
の
一
冊

話
題
の
一
冊

　
今
月
は
紙
面
の

関
係
で
新
着
図
書

の
紹
介
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
　

新
着
コ
ー
ナ
ー
に

沢
山
並
べ
て
あ
り

ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

三
月
五
日（
土
）
二
時
か
ら

お
は
な
し
会

絵
　
　
本
　「
ち
い
さ
な
ね
こ
」

手
袋
人
形
　「
か
く
れ
ん
ぼ
う
さ
ぎ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か



������������������������������������������������

　
揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
は
、
一
月
三
十

一
日
か
ら
次
の
場
所
で
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
学
校
教
育
課
・
社
会
教
育
課

 

　
揖
斐
川
町
谷
汲
名
礼
2
6
5
―
4
3

 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
谷
汲
文
化
会
館
）

 

　
電
　
話
　
5
6
―
3
2
0
0

　
　
F
A
X
　
5
6
―
3
2
1
0

○
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

 

　
揖
斐
川
町
上
南
方
8
5
3
―
4
9

 

　
　
　
　
　
　
　
（
揖
斐
川
健
康
広
場
）

 

　
電
　
話
　
2
1
―
3
1
0
0

　
　
F
A
X
　
2
3
―
0
0
8
6

　
揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
十

七
年
度
社
会
教
育
学
級
「
こ
と
ぶ
き
大
学
」

の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
参
加
資
格
　
お
よ
そ
60
歳
以
上
の
方

■
期
　
　
間
　
4
月
〜
翌
年
3
月
ま
で
、

　
　
　
　
　
　
毎
月
1
回
開
催

　
　
　
　
　
　
（
8
月
と
1
月
は
休
み
）

■
場
　
　
所
　
揖
斐
川
中
央
公
民
館
ほ
か

■
内
　
　
容
　
時
事
・
教
養
・
歴
史
に
関

す
る
講
演
、
バ
ス
研
修
な
ど
。

■
会
　
　
費
　
学
習
費
と
し
て
1
0
0
0

円
を
、
申
込
時
に
お
支
払

く
だ
さ
い
。

■
募
集
締
切
　
4
月
５
日
（
火
）

 

申
込
用
紙
を
揖
斐
川
中
央
公
民
館
窓
口

に
て
配
布
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

 

ま
た
、
電
話
で
の
お
申
込
受
付
も
可
能

で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
揖
斐
川
中
央
公
民

館
（
2
2
‐
1
1
2
0
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

 

新
揖
斐
川
町
の
皆
さ
ん
の
多
く
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

☆
北
方
公
民
館
（
2
3
‐
1
3
8
5
）

《
北
方
公
民
館
ま
つ
り
》

■
日
　
時
　
3
月
13
日
（
日
）

 

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分

■
場
　
所
　
北
方
公
民
館
お
よ
び

 

　
　
　
　
北
方
小
学
校
体
育
館

☆
大
和
公
民
館
（
2
2
‐
3
9
2
5
）

《
大
和
公
民
館
ま
つ
り
》

■
日
　
時
　
3
月
13
日
（
日
）

 

　
　
　
　
午
前
9
時
〜

■
場
　
所
　
大
和
小
学
校
体
育
館

新
揖
斐
川
町
教
育
委
員
会

の
お
知
ら
せ谷汲文化会館

揖斐川健康広場

坂
内
小
学
校
児
童
の
ア
ニ

メ
作
品
が「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

賞
」を
受
賞

　
二
月
六
日
（
日
）
、
多
治
見
市
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
平
成
十
六
年
度

生
涯
学
習
視
聴
覚
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
、
坂

内
小
学
校
の
児
童
た
ち
が
「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

 

昨
年
の
五
月
と
八
月
に
開
講
さ
れ
た
「
ア

ニ
メ
キ
ッ
ズ
教
室
」
に
参
加
し
た
八
名
の

児
童
が
ア
ニ
メ
作
品
の
す
べ
て
を
ビ
デ
オ

に
編
集
し
、
県
の
視
聴
覚
教
材
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
（
生
涯
学
習
視
聴
覚
フ
ォ
ー
ラ
ム

実
行
委
員
会
主
催
）
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、

そ
の
内
容
が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

 

表
彰
式
に
参
加
し
、
他
の
受
賞
作
品
を

鑑
賞
し
た
坂
内
小
二
年
生
の
重
綱
祥
平
君

は
「
僕
も
も
っ
と
勉
強
を
し
て
、
今
日
観

さ
せ
て
も
ら
っ
た
よ
う
な
す
ご
い
作
品
を

作
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
」
と
感
想

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

「
中
央
公
民
館
ま
つ
り
」

開
催
し
ま
し
た
！

中
央
公
民
館
を
拠
点
と
し
て
生
涯
学
習
を

楽
し
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
一
年
間
の
学
習

発
表
と
し
て
、「
中
央
公
民
館
ま
つ
り
」
が

今
年
も
一
月
十
五
日
（
土
）・
十
六
日
（
日
）

の
二
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

中
央
公
民
館
本
館
の
一
階
ロ
ビ
ー
で
は
、

子
ど
も
会
に
よ
る
凧
や
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど

の
作
品
展
示
や
料
理
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
バ

ザ
ー
が
、
公
民
館
内
の
各
会
議
室
内
で
は
、

芸
術
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
作
品
展
示
が
そ
れ

ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
ホ
ー
ル
で
は
、
地
元
揖
斐
高
等
学
校

生
活
環
境
科
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
よ
る
活

動
発
表
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
芸
能
発
表
と
し
て
踊
り
や

コ
ー
ラ
ス
、
太
鼓
、
手
話
に
よ
る
寸
劇
な

ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
す
ば

ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

 

こ
の
二
日
間
、
中
央
公
民
館
は
大
勢
の

人
々
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

「
2
0
0
5
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

開
催
！！

　
一
月
十
六
日
（
日
）
に
、
揖
斐
川
町
中

央
公
民
館
駐
車
場
で
「
2
0
0
5
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
幼
児
か

ら
中
学
生
ま
で
、
合
わ
せ
て
三
十
九
名
の

元
気
な
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
シ
ン
プ

ル
だ
が
奥
の
深
い
遊
び
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
た
。

　
当
日
行
わ
れ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
お
は

じ
き
ダ
ー
ツ
、
く
つ
飛
ば
し
、
豆
う
つ
し
、

紙
ヒ
コ
ー
キ
と
ば
し
、
輪
投
げ
の
五
種
目
。

幼
児
〜
小
学
三
年
生
ま
で
が
「
低
学
年
以

下
」、
小
学
四
年
生
〜
中
学
生
ま
で
が
「
高

学
年
以
上
」
と
二
つ
の
階
級
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
階
級
で
最
高
記
録
を
目
指
し

て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
と
な
り
、
途

中
で
終
了
と
な
り
ま
し
た
が
、
各
種
目
会

場
で
は
、
ハ
プ
ニ
ン
グ
や
新
記
録
が
生
ま

れ
る
た
び
に
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
と
笑

い
声
が
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。 よーくねらいを

定めて…

（輪投げ）

うまくうつせ
るかな？
（豆うつし）

遠くまで
　とんでけ～
（くつ飛ばし）

平
成
十
七
年
度
社
会
教
育

学
級
「
こ
と
ぶ
き
大
学
」

学
級
生
募
集

「
む
か
し
話
を
楽
し
む
会
」に

ご
参
加
く
だ
さ
い
！

　
揖
斐
川
町
に
伝
わ
る
む
か
し
話
を
楽
し

む
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
友
だ
ち
や
お
家

の
方
々
と
い
っ
し
ょ
に
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　
3
月
26
日
（
土
）

 

　
　
　
　
午
前
9
時
50
分
よ
り

■
場
　
所
　
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
民
家

■
参
加
費
　
無
料

■
持
ち
物
　
お
わ
ん
　
と
　
お
は
し

（
終
了
後
は
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
、
お

餅
を
焼
い
た
り
、
豚
汁
を
頂
き
ま
す
）

■
内
　
容

 

　
第
一
部
　
お
　
話
　
（
小
島
の
話
）

 

　
　
　
　
　
紙
芝
居
　
（
大
和
の
話
）

 

　
　
　
　
　
人
形
劇
　
（
北
方
の
話
）

 

　
第
二
部
　
ミ
ニ
音
楽
会

 

　
　
　
　
　
講
師
　
雨
森
木
綿
先
生

 

　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
里
美
先
生

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
揖
斐
川
歴

史
民
俗
資
料
館
（
2
2
‐
5
3
7
3
）
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

陸
上
コ
ー
チ
募
集

　
四
月
に
、
揖
斐
川
町
陸
上
少
年
団
が
発

足
し
ま
す
。

 

町
内
の
方
で
、
少
年
団
活
動
に
理
解
の

あ
る
方
、
子
供
た
ち
と
遊
び
な
が
ら
体
力

づ
く
り
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

 

左
記
の
日
程
で
打
ち
合
わ
せ
会
を
開
催

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
ぜ
ひ
お

集
ま
り
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　
3
月
6
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
7
時
よ
り

■
場
　
所
　
揖
斐
川
健
康
広
場

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
小
石
さ
ん

 

（
2
2
‐
4
4
4
3
）
ま
で

揖
斐
川
町
野
球
連
盟
加
盟

チ
ー
ム
募
集
の
お
知
ら
せ

　
皆
様
ご
存
知
の
と
お
り
今
年
一
月
三
十

一
日
に
、
一
町
五
村
の
町
村
合
併
に
よ
り
、

新
揖
斐
川
町
が
発
足
し
ま
し
た
。

 

そ
こ
で
、
来
年
度
か
ら
揖
斐
川
町
野
球

連
盟
に
旧
五
村
か
ら
も
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
加
盟
チ
ー
ム
を
募
集
い
た

し
ま
す
。

 

な
お
、
旧
揖
斐
川
町
内
で
、
新
チ
ー
ム

結
成
な
ど
に
よ
り
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場

合
も
、
お
申
込
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
3
月
12
日
（
金
）
ま
で

■
申
込
先
　
揖
斐
川
町
社
会
教
育
課
　

 

　
　
　
　
　
坪
井
（
5
6
‐
3
2
0
0
）
ま
で

地
区
公
民
館
活
動
の
お
知
ら
せ

第4回大和保育園読み聞かせ開催！！
　
一
月
二
十
九
日（
土
）、大
和
保
育
園
で
第
四

回
目
の
読
み
聞
か
せ
が
開
催
さ
れ
、前
回
参
加

し
た
大
和
小
四
年
生
女
の
子
七
名
に
加
え
、今

回
は
二
年
生
の
女
の
子
二
名
と
幼
稚
園
の
子

一
名
が
新
し
く

参
加
し
ま
し
た
。

今
回
で
は
、
読

み
聞
か
せ
に
加

え
て
紙
芝
居
や

指
人
形
で
の
あ

い
さ
つ
、
折
り

紙
な
ど
も
行
い
、

園
児
の
皆
さ
ん

も
大
感
激
で
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

☆
揖
斐
公
民
館
（
2
3
‐
1
2
8
8
）

《
揖
斐
公
民
館
ま
つ
り
》

■
期
　
日
　
3
月
20
日
（
日
）

 
　
　
　
　
午
前
10
時
〜

■
場
　
所
　
揖
斐
公
民
館

☆
清
水
公
民
館
（
2
3
‐
1
3
8
0
）

《
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
》

■
日
　
時
　
3
月
20
日
（
日
）

 
　
　
　
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

■
場
　
所
　
清
水
公
民
館

☆
小
島
公
民
館
（
2
3
‐
1
3
8
1
）

《
家
庭
教
育
学
級
》

■
日
　
時
　
3
月
７
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜

■
場
　
所
　
小
島
小
学
校

《
公
民
館
ま
つ
り
》

■
日
　
時
　
3
月
13
日
（
日
）

 
　
　
　
　
午
前
9
時
〜

■
場
　
所
　
小
島
公
民
館
お
よ
び

 
　
　
　
　
小
島
小
学
校
体
育
館

《
に
こ
に
こ
学
級『
お
別
れ
散
歩
』》

■
日
　
時
　
3
月
17
日
（
木
）

 
　
　
　
　
午
前
10
時
〜

■
場
　
所
　
小
島
公
民
館

《
み
ん
な
の
広
場
》

■
日
　
時
　
3
月
5
・
12
・
19
・
26
日

 
　
　
　
　
（
毎
週
土
曜
）
午
前
9
時
〜

■
場
　
所
　
小
島
公
民
館

☆
　
永
公
民
館
（
2
2
‐
3
7
5
0
）

《
　
永
公
民
館
文
化
祭
》

■
日
　
時
　
3
月
20
日
（
日
）

 
　
　
　
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

■
場
　
所
　
　
永
公
民
館

※
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

３月20日（日）は家庭の日　揖斐川町青少年育成町民会議
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揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
は
、
一
月
三
十

一
日
か
ら
次
の
場
所
で
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
学
校
教
育
課
・
社
会
教
育
課

 

　
揖
斐
川
町
谷
汲
名
礼
2
6
5
―
4
3

 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
谷
汲
文
化
会
館
）

 

　
電
　
話
　
5
6
―
3
2
0
0

　
　
F
A
X
　
5
6
―
3
2
1
0

○
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

 

　
揖
斐
川
町
上
南
方
8
5
3
―
4
9

 

　
　
　
　
　
　
　
（
揖
斐
川
健
康
広
場
）

 

　
電
　
話
　
2
1
―
3
1
0
0

　
　
F
A
X
　
2
3
―
0
0
8
6

　
揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
十

七
年
度
社
会
教
育
学
級
「
こ
と
ぶ
き
大
学
」

の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
参
加
資
格
　
お
よ
そ
60
歳
以
上
の
方

■
期
　
　
間
　
4
月
〜
翌
年
3
月
ま
で
、

　
　
　
　
　
　
毎
月
1
回
開
催

　
　
　
　
　
　
（
8
月
と
1
月
は
休
み
）

■
場
　
　
所
　
揖
斐
川
中
央
公
民
館
ほ
か

■
内
　
　
容
　
時
事
・
教
養
・
歴
史
に
関

す
る
講
演
、
バ
ス
研
修
な
ど
。

■
会
　
　
費
　
学
習
費
と
し
て
1
0
0
0

円
を
、
申
込
時
に
お
支
払

く
だ
さ
い
。

■
募
集
締
切
　
4
月
５
日
（
火
）

 

申
込
用
紙
を
揖
斐
川
中
央
公
民
館
窓
口

に
て
配
布
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

 

ま
た
、
電
話
で
の
お
申
込
受
付
も
可
能

で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
揖
斐
川
中
央
公
民

館
（
2
2
‐
1
1
2
0
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

 

新
揖
斐
川
町
の
皆
さ
ん
の
多
く
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

☆
北
方
公
民
館
（
2
3
‐
1
3
8
5
）

《
北
方
公
民
館
ま
つ
り
》

■
日
　
時
　
3
月
13
日
（
日
）

 

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分

■
場
　
所
　
北
方
公
民
館
お
よ
び

 

　
　
　
　
北
方
小
学
校
体
育
館

☆
大
和
公
民
館
（
2
2
‐
3
9
2
5
）

《
大
和
公
民
館
ま
つ
り
》

■
日
　
時
　
3
月
13
日
（
日
）

 

　
　
　
　
午
前
9
時
〜

■
場
　
所
　
大
和
小
学
校
体
育
館

新
揖
斐
川
町
教
育
委
員
会

の
お
知
ら
せ谷汲文化会館

揖斐川健康広場

坂
内
小
学
校
児
童
の
ア
ニ

メ
作
品
が「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

賞
」を
受
賞

　
二
月
六
日
（
日
）
、
多
治
見
市
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
平
成
十
六
年
度

生
涯
学
習
視
聴
覚
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
、
坂

内
小
学
校
の
児
童
た
ち
が
「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

 

昨
年
の
五
月
と
八
月
に
開
講
さ
れ
た
「
ア

ニ
メ
キ
ッ
ズ
教
室
」
に
参
加
し
た
八
名
の

児
童
が
ア
ニ
メ
作
品
の
す
べ
て
を
ビ
デ
オ

に
編
集
し
、
県
の
視
聴
覚
教
材
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
（
生
涯
学
習
視
聴
覚
フ
ォ
ー
ラ
ム

実
行
委
員
会
主
催
）
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、

そ
の
内
容
が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

 

表
彰
式
に
参
加
し
、
他
の
受
賞
作
品
を

鑑
賞
し
た
坂
内
小
二
年
生
の
重
綱
祥
平
君

は
「
僕
も
も
っ
と
勉
強
を
し
て
、
今
日
観

さ
せ
て
も
ら
っ
た
よ
う
な
す
ご
い
作
品
を

作
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
」
と
感
想

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

「
中
央
公
民
館
ま
つ
り
」

開
催
し
ま
し
た
！

中
央
公
民
館
を
拠
点
と
し
て
生
涯
学
習
を

楽
し
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
一
年
間
の
学
習

発
表
と
し
て
、「
中
央
公
民
館
ま
つ
り
」
が

今
年
も
一
月
十
五
日
（
土
）・
十
六
日
（
日
）

の
二
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

中
央
公
民
館
本
館
の
一
階
ロ
ビ
ー
で
は
、

子
ど
も
会
に
よ
る
凧
や
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど

の
作
品
展
示
や
料
理
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
バ

ザ
ー
が
、
公
民
館
内
の
各
会
議
室
内
で
は
、

芸
術
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
作
品
展
示
が
そ
れ

ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
ホ
ー
ル
で
は
、
地
元
揖
斐
高
等
学
校

生
活
環
境
科
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
よ
る
活

動
発
表
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
芸
能
発
表
と
し
て
踊
り
や

コ
ー
ラ
ス
、
太
鼓
、
手
話
に
よ
る
寸
劇
な

ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
す
ば

ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

 

こ
の
二
日
間
、
中
央
公
民
館
は
大
勢
の

人
々
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

「
2
0
0
5
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

開
催
！！

　
一
月
十
六
日
（
日
）
に
、
揖
斐
川
町
中

央
公
民
館
駐
車
場
で
「
2
0
0
5
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
幼
児
か

ら
中
学
生
ま
で
、
合
わ
せ
て
三
十
九
名
の

元
気
な
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
シ
ン
プ

ル
だ
が
奥
の
深
い
遊
び
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
た
。

　
当
日
行
わ
れ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
お
は

じ
き
ダ
ー
ツ
、
く
つ
飛
ば
し
、
豆
う
つ
し
、

紙
ヒ
コ
ー
キ
と
ば
し
、
輪
投
げ
の
五
種
目
。

幼
児
〜
小
学
三
年
生
ま
で
が
「
低
学
年
以

下
」、
小
学
四
年
生
〜
中
学
生
ま
で
が
「
高

学
年
以
上
」
と
二
つ
の
階
級
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
階
級
で
最
高
記
録
を
目
指
し

て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
と
な
り
、
途

中
で
終
了
と
な
り
ま
し
た
が
、
各
種
目
会

場
で
は
、
ハ
プ
ニ
ン
グ
や
新
記
録
が
生
ま

れ
る
た
び
に
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
と
笑

い
声
が
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。 よーくねらいを

定めて…

（輪投げ）

うまくうつせ
るかな？
（豆うつし）

遠くまで
　とんでけ～
（くつ飛ばし）

平
成
十
七
年
度
社
会
教
育

学
級
「
こ
と
ぶ
き
大
学
」

学
級
生
募
集

「
む
か
し
話
を
楽
し
む
会
」に

ご
参
加
く
だ
さ
い
！

　
揖
斐
川
町
に
伝
わ
る
む
か
し
話
を
楽
し

む
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
友
だ
ち
や
お
家

の
方
々
と
い
っ
し
ょ
に
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　
3
月
26
日
（
土
）

 

　
　
　
　
午
前
9
時
50
分
よ
り

■
場
　
所
　
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
民
家

■
参
加
費
　
無
料

■
持
ち
物
　
お
わ
ん
　
と
　
お
は
し

（
終
了
後
は
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
、
お

餅
を
焼
い
た
り
、
豚
汁
を
頂
き
ま
す
）

■
内
　
容

 

　
第
一
部
　
お
　
話
　
（
小
島
の
話
）

 

　
　
　
　
　
紙
芝
居
　
（
大
和
の
話
）

 

　
　
　
　
　
人
形
劇
　
（
北
方
の
話
）

 

　
第
二
部
　
ミ
ニ
音
楽
会

 

　
　
　
　
　
講
師
　
雨
森
木
綿
先
生

 

　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
里
美
先
生

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
揖
斐
川
歴

史
民
俗
資
料
館
（
2
2
‐
5
3
7
3
）
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

陸
上
コ
ー
チ
募
集

　
四
月
に
、
揖
斐
川
町
陸
上
少
年
団
が
発

足
し
ま
す
。

 
町
内
の
方
で
、
少
年
団
活
動
に
理
解
の

あ
る
方
、
子
供
た
ち
と
遊
び
な
が
ら
体
力

づ
く
り
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

 

左
記
の
日
程
で
打
ち
合
わ
せ
会
を
開
催

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
ぜ
ひ
お

集
ま
り
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　
3
月
6
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
7
時
よ
り

■
場
　
所
　
揖
斐
川
健
康
広
場

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
小
石
さ
ん

 

（
2
2
‐
4
4
4
3
）
ま
で

揖
斐
川
町
野
球
連
盟
加
盟

チ
ー
ム
募
集
の
お
知
ら
せ

　
皆
様
ご
存
知
の
と
お
り
今
年
一
月
三
十

一
日
に
、
一
町
五
村
の
町
村
合
併
に
よ
り
、

新
揖
斐
川
町
が
発
足
し
ま
し
た
。

 

そ
こ
で
、
来
年
度
か
ら
揖
斐
川
町
野
球

連
盟
に
旧
五
村
か
ら
も
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
加
盟
チ
ー
ム
を
募
集
い
た

し
ま
す
。

 

な
お
、
旧
揖
斐
川
町
内
で
、
新
チ
ー
ム

結
成
な
ど
に
よ
り
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場

合
も
、
お
申
込
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
3
月
12
日
（
金
）
ま
で

■
申
込
先
　
揖
斐
川
町
社
会
教
育
課
　

 

　
　
　
　
　
坪
井
（
5
6
‐
3
2
0
0
）
ま
で

地
区
公
民
館
活
動
の
お
知
ら
せ

第4回大和保育園読み聞かせ開催！！
　
一
月
二
十
九
日（
土
）、大
和
保
育
園
で
第
四

回
目
の
読
み
聞
か
せ
が
開
催
さ
れ
、前
回
参
加

し
た
大
和
小
四
年
生
女
の
子
七
名
に
加
え
、今

回
は
二
年
生
の
女
の
子
二
名
と
幼
稚
園
の
子

一
名
が
新
し
く

参
加
し
ま
し
た
。

今
回
で
は
、
読

み
聞
か
せ
に
加

え
て
紙
芝
居
や

指
人
形
で
の
あ

い
さ
つ
、
折
り

紙
な
ど
も
行
い
、

園
児
の
皆
さ
ん

も
大
感
激
で
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

☆
揖
斐
公
民
館
（
2
3
‐
1
2
8
8
）

《
揖
斐
公
民
館
ま
つ
り
》

■
期
　
日
　
3
月
20
日
（
日
）

 
　
　
　
　
午
前
10
時
〜

■
場
　
所
　
揖
斐
公
民
館

☆
清
水
公
民
館
（
2
3
‐
1
3
8
0
）

《
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
》

■
日
　
時
　
3
月
20
日
（
日
）

 
　
　
　
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

■
場
　
所
　
清
水
公
民
館

☆
小
島
公
民
館
（
2
3
‐
1
3
8
1
）

《
家
庭
教
育
学
級
》

■
日
　
時
　
3
月
７
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜

■
場
　
所
　
小
島
小
学
校

《
公
民
館
ま
つ
り
》

■
日
　
時
　
3
月
13
日
（
日
）

 
　
　
　
　
午
前
9
時
〜

■
場
　
所
　
小
島
公
民
館
お
よ
び

 
　
　
　
　
小
島
小
学
校
体
育
館

《
に
こ
に
こ
学
級『
お
別
れ
散
歩
』》

■
日
　
時
　
3
月
17
日
（
木
）

 
　
　
　
　
午
前
10
時
〜

■
場
　
所
　
小
島
公
民
館

《
み
ん
な
の
広
場
》

■
日
　
時
　
3
月
5
・
12
・
19
・
26
日

 
　
　
　
　
（
毎
週
土
曜
）
午
前
9
時
〜

■
場
　
所
　
小
島
公
民
館

☆
　
永
公
民
館
（
2
2
‐
3
7
5
0
）

《
　
永
公
民
館
文
化
祭
》

■
日
　
時
　
3
月
20
日
（
日
）

 
　
　
　
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

■
場
　
所
　
　
永
公
民
館

※
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

３月20日（日）は家庭の日　揖斐川町青少年育成町民会議
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新
し
い
揖
斐
川
町
は
越
美
・
伊
吹
山
系

よ
り
流
れ
出
る
粕
川
・
根
尾
川
が
、
揖
斐

川
本
流
に
合
流
し
西
美
濃
の
大
地
を
形
成

し
、
山
地
よ
り
平
野
に
か
け
、
西
美
濃
の

歴
史
文
化
を
育
ん
だ
ル
ー
ツ
の
地
で
す
。

 

新
揖
斐
川
町
誕
生
に
よ
り
、
旧
町
村
の

歴
史
文
化
施
設
が
連
携
し
、
先
人
の
叡
智

を
探
り
、
先
人
の
足
跡
に
学
び
な
が
ら
、

新
揖
斐
川
町
の
真
の
歴
史
文
化
を
体
系
化

す
る
課
題
と
新
し
い
文
化
創
造
に
寄
与
す

る
施
設
で
す
。

一
「
森
の
文
化
博
物
館
」（
春
日
地
区
）

　
山
間
の
長
者
の
里
に
あ
り
、
森
と
共
に

暮
ら
す
中
で
育
ん
だ
薬
草
・
炭
焼
き
な
ど

の
資
料
や
映
像
に
よ
る
春
日
の
祭
り
を
展

示
紹
介
し
て
い
ま
す
。

・
開
館
期
間
　
三
月
二
十
一
日
〜

 

　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
八
日

・
開
館
時
間
　
九
時
〜
十
七
時

・
休
館
日
　
水
曜
日

　
　
　
　
　
　
（
た
だ
し
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

・
入
館
料
　
高
校
生
以
上
　
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　
小
中
学
生
　
１
０
０
円

■「
藤
橋
歴
史
民
俗
資
料
館
」

 

藤
橋
城
の
隣
に
約
二
百
年
前
の
茅
葺
民

家
を
五
棟
移
築
復
元
し
て
、
山
村
の
生
活

を
伝
え
る
民
具
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
然
と
共
に
暮
ら
し
た
先
人
の
知
恵
を
し

の
ぶ
民
俗
文
化
財
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

・
開
館
期
間
、
時
間
、
入
館
料
は
藤
橋
城

（
西
美
濃
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
）
と
同
じ

・
開
館
日
　
土
・
日
・
祝
日

・
開
館
時
間
　
四
月
〜
十
月

　
　
　
　
　
　
　
十
時
〜
十
七
時

　
　
　
　
　
　
十
一
月
〜
三
月

　
　
　
　
　
　
　
十
時
〜
十
六
時

・
入
館
料
　
高
校
生
以
上
　
３
０
０
円

 

　
　
　
　
　
小
中
学
生
　
１
５
０
円

　
※
こ
の
施
設
は
「
藤
橋
道
の
駅
」
内
に

あ
り
ま
す
。

■「
藤
橋
西
美
濃
天
文
台
」

　
県
内
最
大
級
の
口
径
六
十
セ
ン
チ
の
反

射
望
遠
鏡
で
満
点
の
星
空
を
観
察
で
き
ま

す
。
間
近
に
迫
る
月
の
ク
レ
ー
タ
ー
・
惑

星
・
星
雲
・
星
団
の
姿
は
、
宇
宙
の
神
秘

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

・
毎
月
の
公
開
日
の
ほ
か
、
予
約
に
よ
り

随
時
公
開
し
て
い
ま
す
。

・
利
用
料
　
高
校
生
以
上
　
　
３
０
０
円

 

　
　
　
　
中
学
生
以
下
　
　
２
０
０
円

 

来
月
は
坂
内
民
俗
資
料
館
、
久
瀬
民
俗

資
料
館
、
谷
汲
郷
土
資
料
館
、
揖
斐
川
歴

史
民
俗
資
料
館
の
紹
介
を
し
ま
す
。

そ
の
１

■「
徳
山
民
俗
資
料
収
蔵
庫
」

　
旧
徳
山
村
の
「
山
村
生
産
用
具
」
五

八
九
〇
点
に
お
よ
ぶ
国
指
定
重
要
有
形

民
俗
文
化
財
が
収
蔵
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
村
生
産
用
具
の
収
蔵
は
国
内
最
大
と

い
わ
れ
、
自
然
と
共
生
し
て
き
た
山
村

の
生
活
を
道
具
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

森の文化博物館

や
ま
あ
い

■
博
物
館
の
付
属
施
設
と
し
て

 

「
森
の
染
織
工
房
　ア
ト
リ
エ
の
の
」

が
あ
り
、
四
季
折
々
の
植
物
と
古
く
か
ら

親
し
ま
れ
て
き
た
薬
草
を
染
料
と
し
た
染

め
体
験
が
で
き
ま
す
。
（
要
予
約
・
有
料
）

 

ま
た
伝
承
さ
れ
て
き
た
「
の
の
機
織
り
」

も
見
学
で
き
ま
す
。

 

お
問
い
合
わ
せ
　�
０
５
８
５
‐
５
８
‐
３
１
１
１

 

　
　
　
　
　
　
　
森
の
文
化
博
物
館
内

二
　
藤
橋
地
区
に
は
、
藤
橋
城
を
は
じ
め

藤
橋
歴
史
民
俗
資
料
館
、
天
文
台
、
徳

山
民
俗
資
料
収
蔵
庫
な
ど
多
数
の
文
化

施
設
が
あ
り
ま
す
。

■「
藤
橋
城（
西
美
濃
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
）」

「
城
の
中
に
あ
る
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」
と

し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

日
の
夜
空
と
月
ご
と
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

専
門
職
員
に
よ
る
生
解
説
が
楽
し
め
ま
す
。

・
開
館
期
間
　
四
月
一
日
〜
十
一
月
三
十
日

・
開
館
時
間
　
十
時
よ
り
十
六
時
三
十
分
ま
で

・
入
館
料
（
藤
橋
歴
史
民
俗
資
料
館
と
共
通
）

 

　
　
　
　
　
高
校
生
以
上
　
５
０
０
円

 

　
　
　
　
　
小
中
学
生
　
２
５
０
円  

 

　
　
　
　
　
幼
　
　
　
児
　
１
０
０
円

森の染織工房アトリエのの

藤橋城（西美濃プラネタリウム）
藤橋歴史民俗資料館
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窓口だより窓口だより
  末永くお幸せに…

  誕生おめでとう！

  おくやみ申し上げます

　　地　区 　　 夫 　　 妻

上　　　　野 樫 本 弘 司 南 嶋 聖 子
上　　　　野 土 川 洋 功 髙井美恵子
谷 汲 神 原 森 本 利 克 佐口由里子
日　　　　坂 坂 﨑 　 建 高 橋 み か

　地　　　区 　お父さん お母さん 赤ちゃん

雇用促進住宅 内 藤 和 見 のぞみ 那
な

　美
み

雇用促進住宅 森 本 大 介 美　里 大
だい

　翔
と

下　　　　町 坪 井 信 親 麻　里 徳
のり

　輝
き

前　　　　島 牧 村 　 悟 眞　澄 朋
とも

　佳
か

清　　　　水 高 殿 秀 明 祐　子 理
り

　夢
む

　　 島 大 野 真 司 亜　紀 日
ひ

　暖
なた

五　 反　 田 野 𠩤 隆 広 里　子 唯
い

　吹
ぶき

上　　　　野 林 　 康 弘 朱　美 亮
りょう

　太
た

白　　　　樫 末 松 　 武 京　子 愛
あい

　麗
り

和　　　　田 窪 田 靖 久 麻美子 彩
あや

　人
と

谷 汲 長 瀬 和 田 　 徹 由紀子 慎
しん

　也
や

谷 汲 徳 積 大 口 雄 三 奈美子 悠
ゆう

　悟
ご

谷 汲 徳 積 鳥 澤 　 忍 友　紀 　善
ぜん

　

　地　　　区 　氏　　名 年齢

北 方 １ 区 廣 瀬 菊 江 86
北 方 １ 区 長 屋 佐 一 82
北 方 １ 区 加 野 　 曻 69
北 方 ６ 区 細 野 幸 一 84
大　和　台 長屋 ゅん 94
昭　和　町 清水なみゑ 91
七　間　町 中洞きんの 93
特　　　　養 出 口 志 う 99
福　　　　島 若 𠩤 眞 彌 70
上　　　　野 早 見 正 市 93
和　　　　田 高橋みさを 65
谷 汲 岐 礼 正村すゑを 88
谷 汲 名 礼 内藤ヲソヨ 91
谷 汲 徳 積 大 口 逸 子 64
春 日 六 合 野 原 　 勉 76

〈平成17年2月1日現在〉 対前月比 対前年同月比

人　口 26,711人 ＋ 5 －165
　　男 12,838人 ＋ 3 －120
　　女 13,873人 ＋ 2 －45
世帯数 8,176世帯 ＋ 1 ＋9

順不同
敬称略

　

農
地（
田
・
畑
）を
住
宅
用
地
、
山
林
な
ど
に
転
換

（
転
用
）す
る
た
め
に
は
、
次
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

農
業
振
興
地
域
か
ら
の
除
外
申
請

　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
三
十
一
日
締
め
切
り

　

現
在
、
農
地
で
あ
る
土
地
を
農
地
以
外
の
用
途
に

す
る
た
め
に
は
「
農
業
振
興
地
域
（
農
用
地
区
域
）

か
ら
の
除
外
申
請
」
に
よ
り
県
知
事
の
許
可
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

申
請
さ
れ
る
方
は
、
３
月
31
日
ま
で
に
揖
斐
川
町

役
場　
農
林
振
興
課（
農
業
委
員
会
事
務
局
）
又
は
各

振
興
事
務
所
基
盤
整
備
課
（
谷
汲
振
興
事
務
所
は
基

盤
整
備
二
課
）
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
次
の
要
件
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

●
農
用
地
区
域
外
に
代
替
す
る
土
地
が
な
い
こ
と
。

　

●
除
外
後
の
農
用
地
区
域
の
団
地
性
、
集
団
性
が

保
た
れ
る
こ
と
。

　

●
国
の
補
助
に
よ
る
土
地
基
盤
整
備
事
業
の
実
施

中
ま
た
は
、
完
了
（
換

　
　

地
）
後
８
年
以
内
の
土

　
　

地
を
含
ま
な
い
こ
と
。

※
県
よ
り
の
許
可
は
町
の
審

　

議
会
を
経
て
さ
れ
ま
す
。

農
業
振
興
地
域（
農
用
地
区
域
）

か
ら
の
除
外
申
請
に
つ
い
て

農
業
振
興
地
域（
農
用
地
区
域
）

か
ら
の
除
外
申
請
に
つ
い
て

広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて
「広報掲載申込書」をお出しください。



国
民
年
金
保
険
料
納
付
額
証
明
書

の
送
付
に
つ
い
て

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
平
成
16
年
中
に
国

民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
方
に
対

し
て
、「
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
額
の

お
知
ら
せ
」
を
２
月
下
旬
か
ら
順
次
お
送

り
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
「
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
額
の

お
知
ら
せ
」
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書

を
作
成
す
る
と
き
な
ど
、
納
め
た
保
険
料

額
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

年
金
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　

昨
年
、
国
民
年
金
改
正
法
（
国
民
年
金

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
）
が
成
立

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
正
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

平
成
17
年
度
の
国
民
年
金
の
保
険
料

が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
17
年
度
以
後
の
国
民
年
金
の
保

険
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
法
律
で
は
、
平

成
16
年
改
正
時
の
価
格
表
示
で
保
険
料

額
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
年
度
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
保
険

料
額
に
そ
の
年
度
の
保
険
料
改
定
率
を
乗

じ
て
得
た
額
が
、
そ
の
年
度
の
保
険
料
に

な
り
ま
す
。

※
平
成
17
年
度
の
保
険
料
改
定
率
は
１
と

定
め
ら
れ
た
た
め
、
平
成
17
年
４
月
分

か
ら
の
保
険
料
額
は
１
３
，５
８
０
円

と
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
割
引
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す

　

平
成
17
年
４
月
よ
り
口
座
振
替
で
納

付
さ
れ
て
い
る
方
の
希
望
者
に
、
口
座
振

替
割
引
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
通
常
は

納
付
対
象
月
の
翌
月
が
保
険
料
の
納
付
期

限
で
す
が
、
申
出
に
よ
り
当
月
に
口
座
振

替
を
行
う
場
合
に
保
険
料
が
１
ヵ
月
に
つ

き
４
０
円（
予
定
額
）割
引
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
※
割
引
額
に
つ
い
て
は
、
毎
年
見
直

し
を
行
い
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
４
月
分
の
保
険
料
よ
り
早
収
割

引
を
さ
れ
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月

分
の
保
険
料
の
口
座
振
替
日
が
４
月
末
日

で
あ
る
た
め
、
平
成
17
年
４
月
の
末
日
に

は
、
３
月
分
と
４
月
分
の
２
ヵ
月
分
の
保

険
料
が
引
き
落
と
し
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
留
意
願
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
前
納
（
４
月
に
ま
と
め
て
１

年
分
を
口
座
振
替
）
に
す
る
と
、
１
年
で

３
，４
２
０
円
の
割
引
に
な
り
ま
す
。（
現

金
払
い
で
は
２
，８
９
０
円
で
す
。）

※
１
年
前
納
の
口
座
振
替
申
込
書
は
役
場

に
も
あ
り
ま
す
が
、
平
成
17
年
３
月
上

旬
ま
で
に
社
会
保
険
事
務
所
に
お
申

し
込
み
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
３
号
被
保
険
者
の
届
出
も
れ
が
救

済
さ
れ
ま
す

　

過
去
に
第
３
号
被
保
険
者
期
間
の
届
出

漏
れ
が
あ
る
場
合
、
現
在
は
届
出
日
か
ら

遡
及
し
て
２
年
前
ま
で
の
期
間
し
か
保
険

料
納
付
済
期
間
に
算
入
さ
れ
ず
、
そ
れ
以

前
の
期
間
は
、「
保
険
料
を
未
納
し
て
い

る
」
の
と
同
じ
取
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　

気
づ
か
な
い
ま
ま
で
す
と
、
将
来
年
金

を
も
ら
う
と
き
に
な
っ
て
、
も
ら
え
る
年

金
が
減
額
に
な
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て

は
受
給
権
を
満
た
せ
ず
年
金
を
も
ら
え
な

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
改
正
で
平
成
17
年

４
月
よ
り
、
特
例
の
届
出
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
２
年
前
以
前
の
未
届
期
間
に
つ
い

て
も
、
納
付
済
期
間
と
し
て
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
施
行
後
２
年
以
上
遅
れ
て
届
出

し
た
場
合
に
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ

れ
ば
、
２
年
前
以
前
の
期
間
に
つ
い
て
も

納
付
済
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

　

特
例
の
届
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
原
則

と
し
て
現
行
ど
お
り
、
事
業
主
経
由
で
社

会
保
険
事
務
所
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

免
除
基
準
の
変
更
お
よ
び
免
除
の
遡

及
承
認
が
さ
れ
ま
す

１
．
免
除
基
準
の
変
更

　
　
　
（
平
成
17
年
４
月
施
行
）

　

現
行
の
免
除
制
度
の
所
得
要
件
は
４

人
モ
デ
ル
を
基
準
に
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
若
年
層
の
保
険
料
納
付
率
が
低
迷

し
て
い
る
な
か
、
若
年
層
に
多
い
単
身

世
帯
の
基
準
は
他
の
世
帯
類
型
と
比
べ

て
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
踏
ま
え
、
単
身
世
帯
の
所
得
要
件

が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

２
．
免
除
（
学
生
納
付
特
例
、
若
年
者
納

付
猶
予
を
含
む
）
の
遡

及
承
認
（
平
成
17
年
４

月
施
行
）

　

改
正
前
は
、
申
請
日

の
属
す
る
月
の
前
月
以

後
に
つ
い
て
免
除
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
改
正
後
は
、

免
除
周
期
の
始
期
（
申

請
免
除
で
あ
れ
ば
７
月

「
た
だ
し
、
風
水
害
や

失
業
な
ど
の
理
由
で
あ

る
場
合
は
そ
の
事
由
の

発
生
し
た
前
月
」）
ま

で
遡
っ
て
承
認
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

※
具
体
的
に
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が
創
設
さ
れ

ま
す

　

今
ま
で
は
、
若
年
者
が
免
除
申
請
を

行
っ
た
場
合
、
世
帯
主
で
あ
る
親
と
同
居

し
て
い
る
と
世
帯
主
の
収
入
が
多
け
れ
ば

免
除
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

回
の
改
正
で
平
成
17
年
４
月
よ
り
、
30
歳

未
満
の
若
年
者
に
つ
い
て
は
、
本
人
と
配

偶
者
の
所
得
が
免
除
に
該
当
す
れ
ば
、
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
大
垣
社
会
保
険
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  

〒
５
０
３-

８
５
５
５　
大
垣
市
八
島
町
１
１
４  

  

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
５
８
４
）７
８-

５
１
６
６

申請時期 17年4月 17年5月 17年6月 17年7月 17年7月　
～18年7月

承認
期間

始期 17年3月 17年4月 17年4月 17年4月 17年7月
終期 17年6月 18年6月
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地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
お
知
ら
せ

　

揖
斐
川
町
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
子
育
て
中
の
親
子
の
遊
び
の
広
場
で

す
。
揖
斐
川
町
の
方
で
し
た
ら
ど
こ
の
地

区
か
ら
の
参
加
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
来
所
下
さ
い
。

　

三
月
に
入
る
と
少
し
ず
つ
暖
か
く
な
っ

て
き
ま
す
。
散
歩
の
つ
も
り
で
、
お
子
さ

ん
と
一
緒
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

開
所
日
…
年
間
を
通
し
て
、
土･
日
曜

日
、
休
・
祭
日
以
外
は
午
前

中
開
所
し
て
い
ま
す
。

　

場　

所
…
揖
斐
川
町
三
輪
一
三
八
八　

　
　
　
　
　

揖
斐
保
育
園
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
２

－

０
３
１
０

２
日（
水
）
お
話
ル
ー
ム（
パ
ク
パ
ク
）

３
日（
木
）
育
児
相
談
・
０
歳
児
交
流

４
日（
金
）
健
康
セ
ミ
ナ
ー

９
日（
水
）
誕
生
会（
２
・
３
月
生
ま
れ
）

10
日（
木
）
育
児
相
談
・
１
歳
児
交
流

11
日（
金
）
リ
サ
イ
ク
ル
交
換
会

16
日（
水
）
お
別
れ
遠
足

17
日（
木
）
育
児
相
談
・
２
・
３
歳
児
交
流

23
日（
水
）
園
庭
開
放
・
お
別
れ
会

※
育
児
相
談
日
、
年
齢
別
交
流
…
育
児
不

安
の
解
消
に
！　

出
か
け
て
み
て
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

電
話
で
の
育
児
相
談
（
随
時
受
付　

９
時
〜
16
時
）
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

健
康
セ
ミ
ナ
ー
・
講
演
会
…
…
４
日（
金
）

　

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
　
　
　
（
１
時
20
分
ま
で
に
入
室
厳
守
）

　

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
室

　

講
師　

揖
斐
厚
生
病
院

　
　
　
　

   

小
児
科　

後
藤
加
寿
美
先
生

　

内
容　
「
感
染
症
」
に
つ
い
て

リ
サ
イ
ク
ル
交
換
会
…
…
11
日（
金
）

「
あ
げ
ま
す
。」「
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。」

の
リ
サ
イ
ク
ル
会
で
す
。

詳
細
は〝
ぴ
っ
こ
ろ
便
り
〞を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

お
別
れ
遠
足
…
…
16
日（
水
）

清
水
公
民
館
広
場
（
清
水
小
学
校
東
）

へ
10
時
30
分
集
合

軽
食
弁
当
・
水
筒
・
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

持
参

雨
天
は
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
会
食
し
ま

し
ょ
う
。

飲
料
水
の
水
質
検
査
に

関
す
る
お
知
ら
せ

　

岐
阜
県
西
濃
地
域
保
健
所
で
実
施
し
て

き
ま
し
た
飲
料
水
の
水
質
検
査
は
、
行
政

改
革
の
一
環
と
し
て
平
成
17
年
３
月
末
で

業
務
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
４
月
以
降
の
飲
料
水
の
水
質

検
査
は
、
民
間
の
検
査
機
関
又
は
食
品
衛

生
協
会
の
水
質
検
査
受
付
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
保
健
所
で
は
今
後
も
飲
料
水
の

水
質
に
関
す
る
ご
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
後
の
水
質
検
査
に
つ
い
て

１
．
民
間
検
査
機
関
を
利
用
す
る
場
合

　
（
財
）
岐
阜
県
公
衆
衛
生
検
査
セ
ン
タ
ー 

　
　
　

岐
阜
市
曙
町
４
丁
目
６　

　
　
　

０
５
８

－

２
４
７

－

１
３
０
０

　
　
　

〃　

飛
騨
支
所

　
　
　

高
山
市
岡
本
町
２
丁
目
８
６

－

２

　
　
　

０
５
７
７

－

３
５

－

０
９
５
０

　

㈱
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

可
児
市
川
合
１
３
６

－

８　
　
　

　
　
　

０
５
７
４

－

６
３

－

７
７
０
３

　
　
　

〃　

中
津
川
営
業
所

　
　
　

中
津
川
か
や
の
き
町
１

－

２
１

　
　
　

０
５
７
３

－

６
６

－

９
２
２
９

２
．
食
品
衛
生
協
会
を
利
用
す
る
場
合

　

西
濃
地
域
食
品
衛
生
協
会

　
　
　
　
（
西
濃
地
域
保
健
所
内
）

　
　
　

大
垣
市
江
崎
町
４
２
２

－

３　
　

　
　
　

０
５
８
４

－

７
３

－

１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
４
１
９
）

　

揖
斐
・
本
巣
食
品
衛
生
協
会

   

（
西
濃
地
域
保
健
所
揖
斐
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　

揖
斐
郡
大
野
町
黒
野
１
９
１

　
　
　

０
５
８
５

－

３
２

－

１
５
３
０

臨
時
職
員
の
募
集

　

揖
斐
川
町
で
は
次
の
と
お
り
臨
時
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

◎
保　

育　

士

募
集
人
員　

19
名

応
募
資
格　

保
育
士
資
格
の
あ
る
方
で
年

齢
60
歳
未
満

試　
　

験　

面
接
試
験
を
実
施

採　
　

用　

平
成
17
年
４
月
１
日

雇
用
期
間　

１
年
間

給　
　

与　

日
々
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件

に
よ
る

勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日
、第
１
・
第

３
・
第
５
土
曜
日
（
第
２
・
第

４
土
曜
日
、日
曜
日
、国
民
の

休
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除

く
）８
時
30
分
〜
16
時
15
分

た
だ
し
、時
間
外
勤
務
有
り

応
募
方
法
な
ど　

履
歴
書（
市
販
の
用
紙
）

に
記
入
し
て
、保
育
士
証
の

写
し
を
添
え
３
月
11
日（
金
）

ま
で
に
、揖
斐
川
町
役
場
総

務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

募
集
人
員　

若
干
名

応
募
資
格　

保
育
士
資
格
も
し
く
は
幼
稚

園
教
諭
資
格
の
あ
る
方
で
年

齢
60
歳
未
満

試　
　

験　

面
接
試
験
を
実
施

採　
　

用　

平
成
17
年
４
月
１
日

雇
用
期
間　

１
年
間

給　
　

与　

日
々
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件

に
よ
る

勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
国
民
の

休
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
16
時
15
分

応
募
方
法
な
ど　

履
歴
書（
市
販
の
用
紙
）

に
記
入
し
て
、資
格
証
の
写

し
を
添
え
３
月
11
日（
金
）

ま
で
に
、
揖
斐
川
町
役
場
総

務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
保
育
所
パ
ー
ト
調
理
員

募
集
人
員　

若
干
名

応
募
資
格　

年
齢
60
歳
未
満

試　
　

験　

面
接
試
験
を
実
施

採　
　

用　

平
成
17
年
４
月
１
日

雇
用
期
間　

１
年
間

給　
　

与　

日
々
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件

に
よ
る
時
給

勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日
、第
１
・
第

３
・
第
５
土
曜
日
（
第
２
・
第

４
土
曜
日
、日
曜
日
、国
民
の

休
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除

く
）９
時
〜
16
時

応
募
方
法
な
ど　

履
歴
書（
市
販
の
用
紙
）

に
記
入
し
て
、３
月
11
日（
金
）

ま
で
に
、
揖
斐
川
町
役
場
総

務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。


